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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、次のことを目的とする、Oracle Application Server 10g（9.0.4）および 10g
リリース 2（10.1.2）の管理者を対象としています。

� Oracle Application Server J2EE 環境を Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）
にアップグレードした場合の機能およびメリットの理解

� 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2） J2EE アプリケーションの 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）への再デプロイ

� 既存の 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）アプリケーション・サーバー環境への
10g リリース 3（10.1.3.1.0）中間層の統合

� Oracle Application Server 10g（9.0.4）、10g リリース 2（10.1.2）および 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）間の互換性の問題の理解

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/を参照し
てください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし JAWS は括弧だ
けの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

Oracle サポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへの TTY アクセスアクセスアクセスアクセス

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話（TTY）アク
セスが提供されています。TTY サポートについては、（800）446-2398 にお電話ください。

注意注意注意注意 : 現在、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）を使
用している場合は、『Oracle Application Server Patchset Notes 10g Release 
3 (10.1.3.1.0) Patch Set 1 (10.1.3.1.0)』を参照してください。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）のパッチセット・ノートは、OracleMetaLink
からダウンロードするパッチセットに含まれており、10g リリース 3

（10.1.3.1.0）のパッチセットを既存の 10g リリース 3（10.1.3.0.0）の
Oracle ホームに適用するための情報が提供されます。
vi



関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）ドキュメント・ライブラリの次
のドキュメントを参照してください。

� Oracle Application Server のインストレーション・ガイド

� 『Oracle Application Server 管理者ガイド』

� 『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』

� 『Oracle Application Server エンタープライズ・デプロイメント・ガイド』

� 『Oracle SOA Suite 開発者ガイド』

表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルの本文で使用される表記規則について説明します。

サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。

Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス

オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・サービスへの連絡方法の詳細は、
次の URL を参照してください。

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル

製品のマニュアルは、次の URL にあります。

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング

研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報
オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。

http://www.oracle.co.jp
http://otn.oracle.co.jp

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 太字は、処理に関連付けられた Graphical User Interface 要素、あるいは本

文中または用語集で定義されている用語を示します。

イタリック体 イタリック体は、特定の値を入力する必要があるプレースホルダや変数を
示します。

固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、例の中のコード、画面に表

示されるテキスト、またはユーザーが入力するテキストを示します。

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の
情報については、前述の URL を参照してください。
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10g リリース 3（
1

10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の）の）の）の

アップグレード処理の概要アップグレード処理の概要アップグレード処理の概要アップグレード処理の概要

この章では、10g リリース 3（10.1.3.1.0）のアップグレード処理の概要を説明します。詳細は、
次の項を参照してください。

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のアップグレード処理のフロー・チャート

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のアップグレード処理における手順の説明
10.1.3.1.0）のアップグレード処理の概要 1-1



10g リリース 3（10.1.3.1.0）のアップグレード処理のフロー・チャート
1.1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）のアップグレード処理のフロー・）のアップグレード処理のフロー・）のアップグレード処理のフロー・）のアップグレード処理のフロー・
チャートチャートチャートチャート

図 1-1 に、10g リリース 3（10.1.3.1.0）のアップグレード処理のフロー・チャートを示します。
このチャートを確認して、実行する必要がある手順を理解しておきます。手順は、既存の
Oracle Application Server のリリースによって異なります。

図図図図 1-1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）のアップグレード処理のフロー・チャート）のアップグレード処理のフロー・チャート）のアップグレード処理のフロー・チャート）のアップグレード処理のフロー・チャート
1-2 Oracle Application Server アップグレードおよび互換性ガイド



10g リリース 3（10.1.3.1.0）のアップグレード処理における手順の説明
1.2 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）のアップグレード処理における）のアップグレード処理における）のアップグレード処理における）のアップグレード処理における
手順の説明手順の説明手順の説明手順の説明

表 1-1 に、アップグレード処理のフロー・チャート（図 1-1）内の各手順の説明を示します。
この表には、処理における各手順の詳細情報について、その参照先も示します。

表表表表 1-1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）のアップグレード処理における手順の説明）のアップグレード処理における手順の説明）のアップグレード処理における手順の説明）のアップグレード処理における手順の説明

手順手順手順手順 説明説明説明説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

BPEL、BAM または OWSM ユー

ザー

以前は、Oracle BPEL Process Manager、
Oracle Business Activity Monitoring、
Oracle Web Services Manager など、10g リ

リース 3（10.1.3.1.0）Oracle SOA Suite の一

部のコンポーネントは、スタンドアロン製
品として使用できました。以前のリリース
の Oracle SOA Suite コンポーネントから

アップグレードする場合は、特別な手順を
適用することがあります。

5.4 項「以前のリリースの SOA コン

ポーネントからのアップグレードにつ
いての学習」

アップグレード手順に関する
SOA コンポーネント固有のド

キュメントの参照

以前のリリースの Oracle SOA Suite コン

ポーネントを使用する場合は、10g リリース

3（10.1.3.1.0）へのアップグレードについ

て、コンポーネント固有のドキュメントを
参照してください。

5.4 項「以前のリリースの SOA コン

ポーネントからのアップグレードにつ
いての学習」

10.1.3.0.0 のユーザー 環境のアップグレードに使用する手順は、
10g リリース 3（10.1.3.0.0）からアップグ

レードするかどうかによって大きく異なり
ます。

10g リリース 3（10.1.3.0.0）および 10g
リリース 3（10.1.3.1.0）に導入された

新機能については、第 2 章「アップグ

レードの概念」を参照してください。

10.1.3.1.0 のパッチセット・ノー

トの手順を使用した 10.1.3.1 の

パッチセットの適用

10g リリース 3（10.1.3.0.0）からアップグ

レードする場合は、10g リリース 3
（10.1.3.1.0）のパッチセットを、10g リリー

ス 3（10.1.3.0.0）の既存の Oracle ホーム・

ディレクトリに適用します。

『Oracle Application Server Patchset 
Notes 10g Release 3 (10.1.3.1.0) Patch 
Set 1 (10.1.3.1.0)』を参照してくださ

い。これは、OracleMetaLink から入手

できるパッチセットに含まれていま
す。

アップグレードの概念の確認 開始する前に、一般的なアップグレード・
シナリオ、最新のリリースへのアップグ
レード時に直面する可能性がある相違点な
ど、Oracle Application Server アップグレー

ドの基本的な概念を理解しておく必要があ
ります。

第 2 章「アップグレードの概念」

互換性についてのルールの確認 アップグレード後の 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）コンポーネントが、ご使用の環

境にすでに存在している他の Oracle 
Application Server コンポーネントとともに

動作可能であることを確認します。

第 3 章「10g リリース 3（10.1.3.1.0）
リリースの互換性」

手順ごとのアップグレード例の
確認

用意されている手順ごとのアップグレード
例を確認して、アップグレード処理全体を
理解します。

この例では、非常に具体的なアプリケー
ションのデプロイメントを、どのように 10g
リリース 3（10.1.3.1.0）にアップグレードす

るかについて示されています。この例は、
使用している個別の環境に適用できない場
合がありますが、この例には、非常に具体
的で一般的なアップグレード・シナリオに
必要な手順が示されています。

付録 A「手順ごとのアップグレード

例」
10g リリース 3（10.1.3.1.0）のアップグレード処理の概要 1-3



10g リリース 3（10.1.3.1.0）のアップグレード処理における手順の説明
インストールおよび構成する
10.1.3.1.0 のトポロジの決定

10g リリース 3（10.1.3.1.0）をインストール

する前に、10g（9.0.4）または 10g リリース

2（10.1.2）の現行の環境を確認してから、

10g リリース 3（10.1.3.1.0）でサポートされ

るトポロジを確認します。その後で、選択
する 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のインス

トール・タイプと、新しい 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）の環境の構成方法を決定しま

す。

「タスク 1: インストールおよび構成す

る 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のトポ

ロジの決定」

新しい 10.1.3.1.0 の環境のインス

トールおよび構成

10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）
からアップグレードする場合、アップグ
レード処理の最初の手順は、既存の Oracle 
Application Server 環境にできるかぎり合わ

せて、新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の

環境をインストールおよび構成することで
す。

アップグレードの概念を確認して、インス
トール・タイプと、10g リリース 3

（10.1.3.1.0）の環境に使用するトポロジを決

定します。

4.2 項「タスク 2: 新しい 10g リリース

3（10.1.3.1.0）環境のインストールお

よび構成」

デプロイ前の必須タスクの実行 10g リリース 3（10.1.3.1.0）にアプリケー

ションを再デプロイする前に、データ・
ソースの作成、リソース・アダプタのデプ
ロイまたは構成、OC4J サーバー・プロパ

ティの設定など、デプロイ前のタスクを実
行する必要があります。

4.3 項「タスク 3: デプロイ前の必須タ

スクの実行」

10.1.3.1.0 へのアプリケーション

の再デプロイ

新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の環境を

インストールおよび構成した後、10g リリー

ス 3（10.1.3.1.0）に 10g（9.0.4）および 10g
リリース 2（10.1.2）のアプリケーションを

再デプロイできます。

4.4 項「タスク 4: 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）へのアプリケーションの

再デプロイ」

10.1.3.1 にデプロイしたアプリ

ケーションの確認

10g リリース 3（10.1.3.1.0）にアプリケー

ションを再デプロイした後、アプリケー
ションおよびアプリケーション・サーバー
自体が適切に機能していることを確認しま
す。

4.5 項「タスク 5: 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）に再デプロイしたアプリ

ケーションの確認」

9.0.4 または 10.1.2 のソース

Oracle ホームの破棄

10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）
からアップグレードしている場合、正常に
アップグレードされたことを確認してから、
10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）
の Oracle ホームを破棄および削除できま

す。

4.6 項「タスク 6: 10g（9.0.4）および

10g リリース 2（10.1.2）の Oracle
ホームの破棄」

Oracle SOA コンポーネントの

インストール（オプション）

10g リリース 3（10.1.3.1.0）にアップグレー

ドした後、オプションで、新しい Oracle 
Service-Oriented Architecture（SOA）コン

ポーネントを利用できます。

第 5 章「10g リリース 3（10.1.3.1.0）
の SOA コンポーネントの利用」

表表表表 1-1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）のアップグレード処理における手順の説明）のアップグレード処理における手順の説明）のアップグレード処理における手順の説明）のアップグレード処理における手順の説明（続き）（続き）（続き）（続き）

手順手順手順手順 説明説明説明説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報
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アップグレードの
2

アップグレードの概念アップグレードの概念アップグレードの概念アップグレードの概念

この章では、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）と、10g リリース 3
（10.1.3.1.0）にアップグレードする意図について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の概要

� サポートされているアップグレード・パス

� 現在の Oracle Application Server 環境の確認

� アップグレード・ツールおよび準拠するルール

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）へのアップグレード時におけるシステムの可用性およびバック
アップ計画

� 以前の Oracle Application Server ユーザー用のドキュメント・ロードマップ
概念 2-1



Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の概要
2.1 Oracle Application Server 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の概要）の概要）の概要）の概要
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）は、完全な Java 2, Enterprise Edition

（J2EE）1.4 準拠の環境を提供する新しい重要なリリースでした。

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）は、10g リリース 3（10.1.3.0.0）のリ
リースに対するアップグレードであり、10g リリース 3（10.1.3.0.0）の信頼性とパフォーマンス
が向上され、追加機能がいくつか提供されています。

10g リリース 3（10.1.3.0.0）の場合と同様に、10g リリース 3（10.1.3.1.0）には、10g（9.0.4）お
よび 10g リリース 2（10.1.2）で使用できたすべての Oracle Application Server コンポーネント
が含まれているわけではありません。

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）は、次の項目を特に考慮して設計されて
います。

� OC4J を使用して J2EE アプリケーションをデプロイおよび管理する管理者向けとして

� Service Oriented Architecture（SOA）アプリケーションを開発およびデプロイするための
プラットフォームとして

詳細は、次の項を参照してください。

� 10g リリース 3（10.1.3.0.0）で導入された新機能

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で導入された新機能

2.1.1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.0.0）で導入された新機能）で導入された新機能）で導入された新機能）で導入された新機能
表 2-1 に、10g リリース 3（10.1.3.0.0）で新しく導入されたコンポーネントおよび機能の概要を
示します。これらの機能は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）でもそのまま使用可能であるか、また
は改良されました。

表表表表 2-1 Oracle Application Server 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.0.0）の主要機能）の主要機能）の主要機能）の主要機能

機能の説明機能の説明機能の説明機能の説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

新しいリリースの Oracle Containers for J2EE
（OC4J）では、J2EE 1.4 仕様で認可されているコン

テナ、API およびサービスが提供されます。

『Oracle Containers for J2EE 構成および管理

ガイド』

J2EE Management、J2EE Application Deployment
仕様などの Java Management Extensions（JMX）テ

クノロジに基づいた新しいリリースの Application 
Server Control。

『Oracle Application Server 管理者ガイド』

の管理ツールの概要

新しいリリースの Oracle Process Manager and 
Notification Server（OPMN）。Oracle Application 
Server10g リリース 3（10.1.3.0.0）インスタンス用

のクラスタリング機能を提供します。

付録 B「10g リリース 3（10.1.3.1.0）と以前

のリリースの相違点」

新しいリリースの OC4J では、より柔軟な方法で、

OC4J インスタンスをグループ化して J2EE アプリ

ケーションをクラスタ・トポロジに簡単にデプロイ
および管理できます。

付録 B「10g リリース 3（10.1.3.1.0）と以前

のリリースの相違点」

クラスタ・トポロジの導入。これによって、アプリ
ケーション・サーバー・インスタンス、OC4J イン

スタンス、Oracle HTTP Server インスタンス、およ

び Oracle Application Server 環境内の OC4J グルー

プの階層と、それらの関係を識別します。

B.1 項「OracleAS Farm のかわりとしてのク

ラスタ・トポロジの使用」
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サポートされているアップグレード・パス
2.1.2 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）で導入された新機能）で導入された新機能）で導入された新機能）で導入された新機能
表 2-2 に、10g リリース 3（10.1.3.1.0）で導入された追加機能の概要を示します。

2.2 サポートされているアップグレード・パスサポートされているアップグレード・パスサポートされているアップグレード・パスサポートされているアップグレード・パス
このマニュアルでは、新しい Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境に
Oracle Application Server 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）の J2EE アプリケーショ
ンを再デプロイする方法について説明します。

リリース 2（9.0.2）以下の Oracle Application Server を使用している場合は、このマニュアル
の手順を実行する前に、ご使用の環境を 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）にアップ
グレードする必要があります。

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）を使用している場合は、10g リリース 3
（10.1.3.0.0）の既存の Oracle ホーム・ディレクトリに 10g リリース 3（10.1.3.1.0） Patch Set 1 を
適用します。

表表表表 2-2 Oracle Application Server 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の新機能）の新機能）の新機能）の新機能

機能の説明機能の説明機能の説明機能の説明 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

開発者が業界標準の SOA アプリケーションを構

築およびデプロイするために使用できる一連の
Service Oriented Architecture（SOA）コンポーネ

ント（Oracle SOA Suite）のサポート。

第 5 章「10g リリース 3（10.1.3.1.0）の SOA コ

ンポーネントの利用」

Application Server Control コンソールの新機能。

これには、OC4J インスタンスを作成し、それら

を OC4J グループに編成する機能と、クラスタ・

トポロジ内のポート、ルーティング ID およびア

プリケーション・サーバー・インスタンスを確認
および構成する機能が含まれます。

『Oracle Application Server 管理者ガイド』の

管理ツールの概要

OC4J Java Single Sign-On（Java SSO）のサポー

ト。これは、OC4J とともに提供される Single 
Sign-On の軽量なソリューションです。

『Oracle Application Server 管理者ガイド』の

OC4J Java Single Sign-On を使用するための

インスタンスの構成に関する項

Web Services Inspection Language（WSIL）のサ

ポート。これは、サービスの単一ドキュメント・
カタログに対して拡張可能なスキーマを提供する
軽量な Web サービス・ディレクトリ・プロトコル

です。

『Oracle Application Server Web Services 開発者

ガイド』の Web Service Inspection Language 
1.0 に関する項

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Technology Network（OTN）の 10g（9.0.4）または
10g リリース 2（10.1.2.0.2）のドキュメント・ライブラリにある Oracle 
Application Server のアップグレード・ガイドを参照してください。

http://www.oracle.com/technology/documentation/

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Patchset Notes 10g Release 3 
(10.1.3.1.0) Patch Set 1 (10.1.3.1.0)』を参照してください。これは、
OracleMetaLink から入手できます。
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現在の Oracle Application Server 環境の確認
2.3 現在の現在の現在の現在の Oracle Application Server 環境の確認環境の確認環境の確認環境の確認
アップグレード処理を開始する前に、現在の Oracle Application Server 環境を理解しておく必
要があります。たとえば、次のような質問に回答できる必要があります。

� 使用している環境にインストールされている 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の
中間層はいくつあるか。

� 使用している中間層が Oracle Application Server Farm の一部であるかどうか。つまり、こ
れらの中間層が同じ OracleAS Metadata Repository を使用しているかどうか。

� Oracle Application Server クラスタを使用して、複数の J2EE and Web Cache インストール
を管理しているかどうか。

� デプロイ済のアプリケーションに対して状態レプリケーションを使用しているかどうか。

� Oracle Internet Directory など、OracleAS Identity Management コンポーネントを利用して
いるかどうか。

� デプロイ済のアプリケーションが利用している J2EE 機能は何か（たとえば、JDBC、JMS、
Java Transaction Manager など）。

� Oracle HTTP Server および Oracle Containers for J2EE（OC4J）構成ファイル
（httpd.confファイル、server.xmlなど）にどのようなカスタマイズを行ったか。

このような質問に回答できるのであれば、10g リリース 3（10.1.3.1.0）の新しい環境における同
等のトポロジの選択や、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）のアプリケーションを 10g
リリース 3（10.1.3.1.0）にデプロイするために必要となる場合がある構成タスクの実行が容易
になります。

2.4 アップグレード・ツールおよび準拠するルールアップグレード・ツールおよび準拠するルールアップグレード・ツールおよび準拠するルールアップグレード・ツールおよび準拠するルール
10g リリース 2（10.1.2）などの以前のリリースの Oracle Application Server とは異なり、10g
リリース 3（10.1.3.1.0）へのアップグレードには、特定のアップグレード・ツールを使用しま
せん。

かわりに、Oracle Universal Installer を使用して、10g リリース 3（10.1.3.1.0）の新しい環境を
インストールし、必要な構成変更を行い、使用しているアプリケーションが 10g リリース 3

（10.1.3.1.0）と互換性があることを確認してから、10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）
のアプリケーションを 10g リリース 3（10.1.3.1.0）に再デプロイします。

アプリケーションを 10g リリース 3（10.1.3.1.0）に再デプロイする前に、付録 C「10g（9.0.4）
および 10g リリース 2（10.1.2）アプリケーションの再デプロイ時における考慮事項」に示す考
慮事項を含め、このマニュアルの指示に厳密に従ってください。

2.5 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）へのアップグレード時における）へのアップグレード時における）へのアップグレード時における）へのアップグレード時における
システムの可用性およびバックアップ計画システムの可用性およびバックアップ計画システムの可用性およびバックアップ計画システムの可用性およびバックアップ計画

10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）から 10g リリース 3（10.1.3.1.0）にアップグレード
する場合、既存のインストールに対する変更はありません。かわりに、10g リリース 3

（10.1.3.1.0）の新しい Oracle ホームをインストールおよび構成し、アプリケーションを新しい
環境に再デプロイします。

このため、アップグレードのために特別なバックアップを実行したり、アップグレードの処理
中に既存の環境を停止する必要はありません。アップグレード手順は、既存のインストールか
ら独立して実行できます。10g リリース 3（10.1.3.1.0）の新しい環境が完全に稼働するまでは、
現行の環境に対する通常のバックアップおよびメンテナンスの既存のスケジュールを持続する
だけです。
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以前の Oracle Application Server ユーザー用のドキュメント・ロードマップ
アップグレード操作は別のホストで実行できます（別のホストで実行する必要があります）。
アップグレードが完了し、再デプロイしたアプリケーションが正常に動作することを確認して
から、任意のタイミングでスイッチオーバーし、10g リリース 3（10.1.3.1.0）の新しいインス
トールの使用を開始します。

ただし、アプリケーションがデータベースや他のバックエンド・コンポーネント（LDAP ディ
レクトリなど）に依存している場合は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）の新しい環境への移行時に
データが損失しないように注意する必要があります。

同様に、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の OracleAS Cluster にわたるアプリケー
ションの状態レプリケーションは、10g リリース 3（10.1.3.1.0）へのスイッチオーバー時に損失
します。10g リリース 3（10.1.3.1.0）における状態レプリケーションおよびアプリケーションの
クラスタリングの詳細は、『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』を参照してくだ
さい。

2.6 以前の以前の以前の以前の Oracle Application Server ユーザー用のドキュメント・ユーザー用のドキュメント・ユーザー用のドキュメント・ユーザー用のドキュメント・
ロードマップロードマップロードマップロードマップ

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）をさらに理解するには、次に示すドキュ
メント・リソースを参照してください。たとえば、次の順序で 10g リリース 3（10.1.3.1.0）マ
ニュアルを参照することを検討してみてください。

1. 使用するプラットフォームに応じた Oracle Application Server のインストレーション・ガ
イドを参照してください。

特に、10g リリース 3（10.1.3.1.0）のインストール時に考慮する必要がある一般的な構成に
ついては、推奨されるトポロジに関する項を参照してください。

2. 『Oracle Application Server エンタープライズ・デプロイメント・ガイド』を参照してくだ
さい。このマニュアルでは、Oracle Application Server のエンタープライズ全体のデプロ
イで 10g リリース 3（10.1.3.1.0）を中間層として使用する場合の詳細例が提供されていま
す。

3. 10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境の管理に使用可能なツールおよび手順の詳細は、『Oracle 
Application Server 管理者ガイド』を参照してください。

4. OC4J 10g リリース 3（10.1.3.1.0）インスタンスの管理の概要は、『Oracle Containers for 
J2EE 構成および管理ガイド』を参照してください。
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10g リリース 3（10.1.3.1.0）リリースの互
3

10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）リリースの互換性）リリースの互換性）リリースの互換性）リリースの互換性

この章を使用して、既存の Oracle Application Server 環境内で Oracle Application Server 10g
リリース 3（10.1.3.1.0）がどのように動作するかを理解します。詳細は、次の項を参照してく
ださい。

� OracleMetaLink での Oracle Application Server の最新の動作保証情報の確認

� 一般的な互換性情報

� 既存の環境への 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の統合
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OracleMetaLink での Oracle Application Server の最新の動作保証情報の確認
3.1 OracleMetaLink でのでのでのでの Oracle Application Server の最新の動作保証の最新の動作保証の最新の動作保証の最新の動作保証
情報の確認情報の確認情報の確認情報の確認

この章の互換性情報は、このマニュアルの作成時には正確なものでした。ただし、この情報は
変更されることがあります。他の Oracle Application Server リリースとの互換性の最新情報と、
最新パッチセットの情報については、OracleMetaLink を参照してください。

http://metalink.oracle.com/

OracleMetaLink にログインした後、ページ上部にある「「「「Certify」」」」タブをクリックします。表示
される Web ページから、製品別、プラットフォーム別および製品の可用性別に最新の証明書を
表示できます。

3.2 一般的な互換性情報一般的な互換性情報一般的な互換性情報一般的な互換性情報
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）は、既存の Oracle Application Server イ
ンストールに対してパラレルにインストールされるように設計されています。たとえば、
Oracle Application Server 10g（9.0.4）または Oracle Application Server 10g リリース 2

（10.1.2）がすでにインストールされているホストに新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle
ホームをインストールできます。

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）に OracleAS Metadata Repository は必要
ありませんが、10g リリース 3（10.1.3.1.0）インストールは、既存の 10g リリース 2（10.1.2） 
OracleAS Identity Management インストールを使用できるように構成できます。

表 3-1 に、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）と以前のリリースの Oracle 
Application Server の互換性の概要を示します。

他の Oracle ソフトウェア製品およびリリースとの互換性の詳細は、OracleMetaLink の
「「「「Certify」」」」セクションを参照してください。

http://metalink.oracle.com/

表表表表 3-1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）と以前のリリースの互換性）と以前のリリースの互換性）と以前のリリースの互換性）と以前のリリースの互換性

コンポーネントおよびリリースコンポーネントおよびリリースコンポーネントおよびリリースコンポーネントおよびリリース 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の互換性情報）の互換性情報）の互換性情報）の互換性情報

10g（9.0.4）中間層 � 10g（9.0.4）と 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の中間層を同じ

ホストでインストールおよび実行できます。

� これらの 2 つの Oracle ホームで、同じ OracleAS Identity 
Management を共有することもできます。

� ただし、10g（9.0.4）と 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の中間

層インスタンスは同じクラスタに存在できません。

� これらの中間層間で ORMI 接続を使用する前に、10g
（9.0.4）中間層に対してパッチを適用する必要があります。

詳細は、C.7.1 項「10g（9.0.4）および 10g リリース 2
（10.1.2）用の互換性パッチの適用」を参照してください。

10g（9.0.4.x） OracleAS Identity 
Management

サポート対象外

10g（9.0.4.1） OracleAS Identity 
Management

サポート対象外

10g（9.0.4.2） OracleAS Identity 
Management

サポート対象外
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一般的な互換性情報
10g リリース 2（10.1.2）中間層 � 10g リリース 2（10.1.2）と 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の中

間層を同じホストで実行できます。

� これらの 2 つの Oracle ホームで、同じ OracleAS Identity 
Management を共有することもできます。

� ただし、10g リリース 2（10.1.2）と 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）の中間層インスタンスは同じクラスタに存在で

きません。

� これらの中間層間で ORMI 接続を使用する前に、10g
（9.0.4）中間層に対してパッチを適用する必要があります。

詳細は、C.7.1 項「10g（9.0.4）および 10g リリース 2
（10.1.2）用の互換性パッチの適用」を参照してください。

10g リリース 2（10.1.2.0.0） 
OracleAS Identity Management

サポート対象外。10g リリース 2（10.1.2.1.0）のパッチセットを

適用することをお薦めします。これは、OracleMetaLink で入手

できます。

10g リリース 2（10.1.2.0.1） 
Standard Edition One OracleAS 
Identity Management

サポート対象外。10g リリース 2（10.1.2.1.0）のパッチセットを

適用することをお薦めします。これは、OracleMetaLink で入手

できます。

10g リリース 2（10.1.2.0.2） 
OracleAS Identity Management

既存の 10g リリース 2（10.1.2.0.2） OracleAS Identity 
Management が使用されるように 10g リリース 3（10.1.3.1.0）中

間層を構成できます。

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の 10.1.4 ま

たは 10.1.2 の Oracle Identity Management を使用するためのイ

ンスタンスの構成に関する項を参照してください。

10g リリース 2（10.1.2.1.0） 
OracleAS Identity Management

既存の 10g リリース 2（10.1.2.1.0） OracleAS Identity 
Management が使用されるように 10g リリース 3（10.1.3.1.0）中

間層を構成できます。

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の 10.1.4 ま

たは 10.1.2 の Oracle Identity Management を使用するためのイ

ンスタンスの構成に関する項を参照してください。

10g リリース 3（10.1.4.0.1） 
Oracle Identity Management

既存の 10g リリース 3（10.1.4.0.1） Oracle Identity Management
が使用されるように 10g リリース 3（10.1.3.1.0）中間層を構成で

きます。

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の 10.1.4 ま

たは 10.1.2 の Oracle Identity Management を使用するためのイ

ンスタンスの構成に関する項を参照してください。

Oracle Access Manager 10g リ

リース 3（10.1.4.0.1）
10g リリース 3（10.1.3.1.0）の認証、認可および Single Sign-On
に、Oracle Access Manager 10g リリース 3（10.1.4.0.1）セキュ

リティ・プロバイダを使用できます。詳細は、『Oracle 
Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』の Oracle Access 
Manager に関する項を参照してください。

表表表表 3-1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）と以前のリリースの互換性）と以前のリリースの互換性）と以前のリリースの互換性）と以前のリリースの互換性（続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントおよびリリースコンポーネントおよびリリースコンポーネントおよびリリースコンポーネントおよびリリース 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の互換性情報）の互換性情報）の互換性情報）の互換性情報
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既存の環境への 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の統合
3.3 既存の環境への既存の環境への既存の環境への既存の環境への 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の統合）の統合）の統合）の統合
次の項では、新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）インストールで既存の Oracle Application 
Server コンポーネントを使用する方法について説明します。

� 既存の Oracle Application Server への 10g リリース 3（10.1.3.1.0）中間層のインストール

� 既存の OracleAS Infrastructure コンポーネントの使用

� 既存の Oracle HTTP Server インスタンスの使用

� リバース・プロキシとしての既存の Oracle Web Cache インストールの使用

3.3.1 既存の既存の既存の既存の Oracle Application Server へのへのへのへの 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）中間層の）中間層の）中間層の）中間層の
インストールインストールインストールインストール

既存の 10g（9.0.4）、10g リリース 2（10.1.2）または 10g リリース 3（10.1.4.0.1）環境に 10g リ
リース 3（10.1.3.1.0）中間層をインストールする場合の制限はありません。必要な場合は、既
存の Oracle Application Server の Oracle ホームと同じホストに新しい 10g リリース 3

（10.1.3.1.0）中間層をインストールできます。

他の Oracle ソフトウェア製品の場合と同様に、ホスト・コンピュータが 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）のハードウェアおよびソフトウェア要件を満たすように、Oracle Universal 

Installer によって、使用可能なポートが確認され、追加の前提条件チェックが実行されます。

ただし、10g リリース 3（10.1.3.1.0）中間層は以前のリリースの Oracle Application Server と共
存できますが、これらのリリース間には基本的な違いがあります。たとえば、10g リリース 3

（10.1.3.0.0）および 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、アプリケーション・サーバーのクラスタ
リングに大幅な変更があります。詳細は、次の項を参照してください。

� 付録 B「10g リリース 3（10.1.3.1.0）と以前のリリースの相違点」

� 3.2 項「一般的な互換性情報」

3.3.2 既存の既存の既存の既存の OracleAS Infrastructure コンポーネントの使用コンポーネントの使用コンポーネントの使用コンポーネントの使用
既存の 10g リリース 2（10.1.2）または 10g リリース 3（10.1.4.0.1） OracleAS Infrastructure は、
OracleAS Metadata Repository および OracleAS Identity Management で構成されています。

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で提供されているコンポーネントには特
定のスキーマまたはそれらのスキーマをホスティングするデータベースが必要ないため、今回
のリリースで OracleAS Metadata Repository は必要ありません。

ただし、多くの理由から、既存の OracleAS Identity Management インストールが使用されるよ
うに 10g リリース 3（10.1.3.1.0）中間層を構成することをお薦めします。表 3-2 に、10g リリー
ス 3（10.1.3.1.0）で OracleAS Identity Management を使用した場合に実行可能なタスクを示し
ます。

OracleAS Identity Management が使用されるように 10g リリース 3（10.1.3.1.0）インスタンス
を構成するには、Application Server Control コンソールの「OC4J 管理」ページで「「「「Identity 
Management」」」」タスクを選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 大規模でミッションクリティカルなビジネス・ソフトウェア・
アプリケーションをサポートするように設計された Oracle Application 
Server の構成については、『Oracle Application Server エンタープライズ・
デプロイメント・ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 管理者ガイド』の 10.1.4 または
10.1.2 の Oracle Identity Management を使用するためのインスタンスの構
成に関する項を参照してください。
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既存の環境への 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の統合
3.3.3 既存の既存の既存の既存の Oracle HTTP Server インスタンスの使用インスタンスの使用インスタンスの使用インスタンスの使用
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のインストール時、1 つ以上の 10g リ
リース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームに Oracle HTTP Server をインストールすることができま
す。その後、デプロイする J2EE アプリケーションのフロントエンドとして Oracle HTTP 
Server が機能するように環境を構成できます。

また、既存の 10g リリース 2（10.1.2） Oracle HTTP Server を新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）
インスタンスに対するフロントエンドとして構成することもできます。

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』の Oracle Application Server 10g リリース
3（10.1.3）での Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）の構成に関する項を参照し
てください。

3.3.4 リバース・プロキシとしての既存のリバース・プロキシとしての既存のリバース・プロキシとしての既存のリバース・プロキシとしての既存の Oracle Web Cache インストールのインストールのインストールのインストールの
使用使用使用使用

10g リリース 2（10.1.2）OracleAS Web Cache を 10g リリース 3（10.1.3）中間層インスタンス
のリバース・プロキシとして使用できます。OracleAS Web Cache は、リバース・プロキシ・
サーバーとして中間層サーバーへのゲートウェイの機能を果たします。

詳細は、『Oracle Application Server 管理者ガイド』のリバース・プロキシとしての 10g リリー
ス 2（10.1.2）の OracleAS Web Cache の構成に関する項を参照してください。

表表表表 3-2 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）での）での）での）での Oracle Identity Management の使用の使用の使用の使用

タスクタスクタスクタスク 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報

デプロイする J2EE アプリケーションのセ

キュリティ・プロバイダとして Oracle 
Internet Directory を使用します。

Application Server Control のオンライン・ヘルプのセ

キュリティ・プロバイダの管理の概要に関する項を参
照してください。

10g リリース 3（10.1.3.1.0） Application 
Server Control のセキュリティ・プロバイ

ダとして Oracle Internet Directory を使用

します。

その後、Oracle Internet Directory を使用

して、Application Server Control コン

ソールへのログインに使用する管理者アカ
ウントを管理できます。

Application Server Control のオンライン・ヘルプの

Application Server Control のセキュリティ・プロバイ

ダの構成に関する項を参照してください。

Oracle Single Sign-On が使用されるように

J2EE アプリケーションを構成します。

Application Server Control のオンライン・ヘルプの

OracleAS Single Sign-On の使用に関する項を参照して

ください。

『Oracle Application Server 管理者ガイド』の 10.1.4 ま

たは 10.1.2 の Oracle Identity Management を使用する

ためのインスタンスの構成に関する項を参照してくだ
さい。

10g リリース 2（10.1.2） Single Sign-On を

使用して Web アプリケーションとその

Web サービス間の接続を認証します。

このタスクは、Web アプリケーションと

Web サービスの両方が Security Assertion 
Markup Language（SAML）を使用する

ように構成されていることを想定していま
す。

『Oracle Application Server Web Services セキュリ

ティ・ガイド』の SMAL を使用した Single Sign-On の

構成に関する項を参照してください。
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10g リリース
4

10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）への）への）への）への

アップグレードの実行アップグレードの実行アップグレードの実行アップグレードの実行

この章では、Oracle Application Server 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）からアップ
グレードするための一般的な手順について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� タスク 1: インストールおよび構成する 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のトポロジの決定

� タスク 2: 新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境のインストールおよび構成

� タスク 3: デプロイ前の必須タスクの実行

� タスク 4: 10g リリース 3（10.1.3.1.0）へのアプリケーションの再デプロイ

� タスク 5: 10g リリース 3（10.1.3.1.0）に再デプロイしたアプリケーションの確認

� タスク 6: 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームの破棄

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ご使用の環境を 10g リリース 3（10.1.3.1.0）にアップグレード
する方法について、具体的な例を確認するには、付録 A「手順ごとのアッ
プグレード例」を参照してください。
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タスク 1: インストールおよび構成する 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のトポロジの決定
4.1 タスクタスクタスクタスク 1: インストールおよび構成するインストールおよび構成するインストールおよび構成するインストールおよび構成する 10g リリースリリースリリースリリース 3
（（（（10.1.3.1.0）のトポロジの決定）のトポロジの決定）のトポロジの決定）のトポロジの決定

10g リリース 3（10.1.3.1.0）へのアップグレードを開始する前に、アップグレードの準備に役立
つ次の手順を検討します。

1. 現在の Oracle Application Server 環境を確認します。

現在の Oracle Application Server 環境については、クラスタリング、ロード・バランシン
グ、または中間層アプリケーション間での状態レプリケーションの要件などを、詳細に理
解しておく必要があります。

さらに、Oracle Internet Directory、OracleAS Metadata Repository など、必須のインフラ
ストラクチャ・コンポーネントを把握している必要があります。

2. 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の推奨されるトポロジを確認します。これは、Oracle 
Application Server のインストレーション・ガイドに示されています。

特に、現在の環境に対応する推奨トポロジに注意します。

たとえば、10g リリース 2（10.1.2）からアップグレードし、DCM 管理の OracleAS Cluster
でアプリケーションをデプロイおよび管理する場合は、クラスタ・トポロジの一部として、
10g リリース 3（10.1.3.1.0）のインスタンスを複数インストールすることを検討します。

こうすることで、10g リリース 3（10.1.3.1.0）のグループを使用して、クラスタ内の複数の
OC4J インスタンスにアプリケーションをデプロイできます。

4.2 タスクタスクタスクタスク 2: 新しい新しい新しい新しい 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）環境のインス）環境のインス）環境のインス）環境のインス
トールおよび構成トールおよび構成トールおよび構成トールおよび構成

10g リリース 3（10.1.3.1.0）のトポロジを決定すると、インストールを開始できます。新しい
10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境をインストールおよび構成する際には、次のガイドラインに注
意します。

� 各 Oracle Application Server インスタンスのインストールにおける具体的な手順について
は、Oracle Application Server のインストレーション・ガイドを参照してください。

� 複数の Oracle Application Server インスタンスをインストールする場合は、インストーラ
でクラスタ・トポロジ・オプションを使用して、クラスタのメンバーを構成します。また、
Application Server Control コンソールを使用すると、後でクラスタを構成することもでき
ます。詳細は、Application Server Control のオンライン・ヘルプのクラスタ・トポロジの
構成に関する項を参照してください。

� アップグレード処理を続行する前に、必須の追加 OC4J インスタンスを作成し、OC4J イン
スタンスをグループに編成する必要があります。目標は、10g（9.0.4）または 10g リリース
2（10.1.2）のアプリケーションをデプロイする前に、環境をできるかぎり構成しておくこ
とである必要があります。

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で使用可能な新機能を利用することを検討します。詳細は、
付録 B「10g リリース 3（10.1.3.1.0）と以前のリリースの相違点」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2.3 項「現在の Oracle Application Server 環境の確認」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の既存の Oracle Application 
Server 環境への統合については、3.3 項「既存の環境への 10g リリース 3

（10.1.3.1.0）の統合」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境で予想できる相違点について
は、付録 B「10g リリース 3（10.1.3.1.0）と以前のリリースの相違点」を
参照してください。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）の類似環境へのアップグレード方法の例につ
いては、付録 A「手順ごとのアップグレード例」を参照してください。
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タスク 3: デプロイ前の必須タスクの実行
4.3 タスクタスクタスクタスク 3: デプロイ前の必須タスクの実行デプロイ前の必須タスクの実行デプロイ前の必須タスクの実行デプロイ前の必須タスクの実行
10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境をインストールおよび構成した後、アプリケーションまたは組
織に必要な OC4J サーバーの構成タスクを実行します。

たとえば、デプロイ前の一部の共通タスクについては、次の項を参照します。

� データ・ソースの構成

� リソース・アダプタの構成

� サーバー・プロパティの設定

� Oracle HTTP Server の構成

4.3.1 データ・ソースの構成データ・ソースの構成データ・ソースの構成データ・ソースの構成
開発およびデプロイするほとんどの J2EE アプリケーションには、バックエンド・データベース
または他のデータ・ソースが必要です。10g リリース 3（10.1.3.1.0）にアプリケーションを再デ
プロイする前に、Application Server Control コンソールを使用して必要なデータ・ソースを作
成することを検討します。データ・ソースは、1 つの OC4J インスタンスに対して、または
OC4J インスタンスのグループに対して作成できます。

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）は、JDBC 接続プールを利用するマネー
ジド・データ・ソースと、ネイティブ・データ・ソースをサポートします。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）のデータ・ソースの定義の詳細は、次のドキュメントを参照してく
ださい。

� Application Server Control のオンライン・ヘルプのデータ・ソースおよび JDBC 接続プー
ルの管理に関する項

� 『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』のデータ・ソースに関する項

データ・ソースに依存するアプリケーションをデプロイする前に、C.3 項「データ・ソースに
関する考慮事項」を参照してください。データ・ソースに対する Oracle Application Server の
サポートが、10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）からどのように変更されたかが示さ
れています。

4.3.2 リソース・アダプタの構成リソース・アダプタの構成リソース・アダプタの構成リソース・アダプタの構成
デプロイ済のアプリケーションが特定のリソース・アダプタを利用している場合は、そのリ
ソース・アダプタを、単一の OC4J インスタンスまたは OC4J インスタンスのグループにデプロ
イできます。Application Server Control コンソールを使用して、スタンドアロンのリソース・
アダプタ、またはアプリケーションに埋め込まれるリソース・アダプタをデプロイできます。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）のデータ・ソースの定義の詳細は、次のドキュメントを参照してく
ださい。

� Application Server Control のオンライン・ヘルプのリソース・アダプタの管理の概要に関
する項

� 『Oracle Containers for J2EE リソース・アダプタ管理者ガイド』
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タスク 4: 10g リリース 3（10.1.3.1.0）へのアプリケーションの再デプロイ
4.3.3 サーバー・プロパティの設定サーバー・プロパティの設定サーバー・プロパティの設定サーバー・プロパティの設定
10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle Containers for J2EE のデフォルトのサー
バー・プロパティに対して特定の変更を行っていた場合、アプリケーションを 10g リリース 3

（10.1.3.1.0）にデプロイする前に、Application Server Control コンソールを使用して同じ変更
を 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の OC4J インスタンスに行うことを検討します。

たとえば、各 OC4J インスタンスに割り当てられる JVM の数や、RMI、RMIS および JMS の
ポート範囲を変更したり、デフォルトの Web サイトの AJP または HTTP にプロトコルを設定
したり、OC4J スタートアップ時のプロセスに Java オプションの特定のセットを設定すること
ができます。

詳細は、次のドキュメントを参照してください。

� Application Server Control のオンライン・ヘルプの OC4J サーバー・プロパティの設定に
関する項

� 『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の「OC4J ランタイムの構成」

4.3.4 Oracle HTTP Server の構成の構成の構成の構成
10g リリース 2（10.1.2）Oracle ホームの Oracle HTTP Server の httpd.conf構成ファイルに
サイト固有の構成変更を行った場合は、それらの変更を 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle
ホームの httpd.confファイルに適用します。

10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）と同様に、10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle 
HTTP Server は Apache 1.3 Web Server に基づいています。そのため、構成変更（httpd.conf
ファイルへの変更など）を、10g リリース 3（10.1.3.1.0）の Oracle ホームの httpd.confファ
イルに直接コピーできます。

4.4 タスクタスクタスクタスク 4: 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）へのアプリケーションの）へのアプリケーションの）へのアプリケーションの）へのアプリケーションの
再デプロイ再デプロイ再デプロイ再デプロイ

次の項では、新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境に 10g（9.0.4）および 10g リリース 2
（10.1.2）のアプリケーションを再デプロイする方法について説明します。

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）にアプリケーションを再デプロイする場合の考慮事項の確認

� Application Server Control を使用したアプリケーションの再デプロイ

4.4.1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）にアプリケーションを再デプロイする場合）にアプリケーションを再デプロイする場合）にアプリケーションを再デプロイする場合）にアプリケーションを再デプロイする場合
の考慮事項の確認の考慮事項の確認の考慮事項の確認の考慮事項の確認

使用するアプリケーションに必要な構成設定で 10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境を構成した後、
アプリケーションそのものと、付録 C「10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）アプリ
ケーションの再デプロイ時における考慮事項」を確認します。

アプリケーションが J2EE の機能、または付録 C に示す機能を利用する場合は、そのアプリ
ケーションに対し変更をいくつか行う必要があります。これらの変更は、アプリケーションの
デプロイが正常に行われるために、または 10g リリース 3（10.1.3.1.0）にデプロイした際にア
プリケーションのすべての機能が予測どおりに動作するために必要な場合があります。
4-4 Oracle Application Server アップグレードおよび互換性ガイド



タスク 5: 10g リリース 3（10.1.3.1.0）に再デプロイしたアプリケーションの確認
4.4.2 Application Server Control を使用したアプリケーションの再デプロイを使用したアプリケーションの再デプロイを使用したアプリケーションの再デプロイを使用したアプリケーションの再デプロイ
新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境をアプリケーションに適したように構成し、付録 C に
示す考慮事項を確認した後、アプリケーションを単一の OC4J インスタンスか、または OC4J イ
ンスタンスのグループにデプロイできます。

アプリケーションを単一の OC4J インスタンスにデプロイするには、OC4J ホームページに移動
して、「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」をクリックします。OC4J ページの「アプリケーション」タブで
「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」をクリックし、画面の指示に従います。

OC4J グループにアプリケーションをデプロイするには、「クラスタ・トポロジ」ページでグ
ループの名前をクリックし、「グループ」ページで「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」をクリックします。

「グループ」の「アプリケーション」ページで「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」をクリックし、画面の指示に従いま
す。

4.5 タスクタスクタスクタスク 5: 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）に再デプロイしたアプリ）に再デプロイしたアプリ）に再デプロイしたアプリ）に再デプロイしたアプリ
ケーションの確認ケーションの確認ケーションの確認ケーションの確認

J2EE アプリケーションを 10g リリース 3（10.1.3.1.0）にデプロイした後、アプリケーションの
すべての機能が予測どおりに動作することを確認する必要があります。特に、付録 C に示した
内容が理由で変更を行った機能をテストします。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境にデプロイしたアプリケーションは、10g リリース 3
（10.1.3.1.0）Application Server Control コンソールから管理できます。アプリケーションをデ
プロイした後、Application Server Control コンソールにログインして、「クラスタ・トポロジ」
ページに示されたアプリケーションと、そのアプリケーションが起動され実行中であることを
確認します。アプリケーションのホームページにドリルダウンすると、そのアプリケーション
の一般情報を表示したり、パフォーマンスおよび構成情報を確認することができます。

10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の環境で、アプリケーションの複数のインスタン
スにわたって状態をメンテナンスするために、状態レプリケーションを使用していた場合は、
Application Server Control のオンライン・ヘルプのアプリケーションのクラスタリングの概要
に関する項を参照し、10g リリース 3（10.1.3.1.0）における類似環境のセットアップを確認して
ください。

また、アプリケーションの確認には、そのアプリケーションにアクセスおよびログインできる
こと、アプリケーションのすべての機能を使用できること、データ・ソースおよび他の外部リ
ソースとの通信が予測どおりに動作することの確認も含まれます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Application Server Control のオンライン・ヘルプのアプリケーション
のデプロイに関する項

� 『Oracle Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Application Server Control のオンライン・ヘルプのアプリ
ケーションの管理の概要に関する項
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タスク 6: 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームの破棄
4.6 タスクタスクタスクタスク 6: 10g（（（（9.0.4）および）および）および）および 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）の）の）の）の Oracle
ホームの破棄ホームの破棄ホームの破棄ホームの破棄

アップグレード処理を行っても、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホーム
は変更されません。所有するインストール・タイプと、将来の必要性に応じて、ソース Oracle
ホームを削除するか、または特定の理由で保持するかを選択できます。

10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームは、必要であるかぎり実行し続け
ることができます。ただし、新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）環境が稼働し、10g（9.0.4）ま
たは 10g リリース 2（10.1.2）の環境をサポートしたり、実行する必要が確実になくなった場合
は、ディスク領域や他のリソースを確保するために、10g（9.0.4）または 10g リリース 2

（10.1.2）の Oracle ホームを破棄できます。

次の項では、アップグレードしたソース Oracle ホームの破棄について、詳細に説明します。

� アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存

� OracleAS Farm からのソース Oracle ホームの削除

� 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームの削除

4.6.1 アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保存
ソース Oracle ホームにアプリケーションまたは他の Oracle ホームによって参照または使用さ
れるアプリケーション・ファイルまたはログ・ファイルがある場合は、ソース Oracle ホームを
破棄する前に、それらのファイルを他の場所に移動し、必要に応じて、ファイルへの参照設定
を新しい場所に変更する必要があります。

4.6.2 OracleAS Farm からのソースからのソースからのソースからのソース Oracle ホームの削除ホームの削除ホームの削除ホームの削除
10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の中間層インスタンスが OracleAS Farm のメン
バーである場合は、ソース Oracle ホームを削除する前に、ファームからソース・インスタンス
を削除する必要があります。

たとえば、OracleAS Infrastructure を使用していたインスタンスをアップグレードした後も、
10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Application Server Control コンソールの

「ファーム」ページにあるインスタンスのリストには、ソース・インスタンスが残っています。

ソース・インスタンスをファームおよび「ファーム」ページから削除するには、10g（9.0.4）ま
たは 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームで次のコマンドを使用します。

Windows Systems の場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME¥dcm¥bin¥dcmctl leavefarm

UNIX Systems の場合 :

SOURCE_ORACLE_HOME/dcm/bin/dcmctl leavefarm

この例では、SOURCE_ORACLE_HOME は 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の
Oracle ホームの完全なパスに、OC4J_Instance は FAQApp アプリケーションのデプロイに使用
する OC4J インスタンスの名前に置き換えます。
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タスク 6: 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームの破棄
4.6.3 10g（（（（9.0.4）または）または）または）または 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）の）の）の）の Oracle ホームの削除ホームの削除ホームの削除ホームの削除
アップグレードが成功して必要なバックアップをすべて行い、以前の Oracle ホームに戻す予定
がないことを確認したら、ソース Oracle ホームからファイルを削除できます。インスタンスの
削除には Oracle Universal Installer を使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : dcmctlコマンドライン・ユーティリティおよび Oracle 
Application Server Farm ページの詳細は、10g（9.0.4）または 10g リリー
ス 2（10.1.2）のドキュメント・ライブラリにある次のリソースを参照して
ください。

� 『Distributed Configuration Management 管理者ガイド』

� 『Oracle Application Server 管理者ガイド』の管理ツールの概要

10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）のドキュメント・ライブラリ
は、Oracle Technology Network のドキュメントのメイン・ページから入
手できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation/

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  Oracle Application Server の Oracle ホームの削除について
は、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）のドキュメント・ライブ
ラリにある、プラットフォームに応じたインストレーション・ガイドを参
照してください。
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タスク 6: 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）の Oracle ホームの破棄
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10g リリース 3（
5

10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の）の）の）の

SOA コンポーネントの利用コンポーネントの利用コンポーネントの利用コンポーネントの利用

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で提供されるのは、Oracle Application 
Server のコア・コンポーネント（Oracle Containers for J2EE、Oracle Process Manager and 
Notification Server など）のみではありません。Oracle Application Server 10g リリース 3

（10.1.3.1.0）では、一連の Oracle ソフトウェア・コンポーネントも提供され、ビジネスに
Service Oriented Architecture（SOA）を実装するために必要なツールが用意されています。

10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）からアプリケーションをアップグレードした後、
オプションで Oracle SOA Suite を利用できます。

詳細は、次の項を参照してください。

� Oracle SOA Suite について

� Oracle SOA Suite コンポーネントのインストール

� SOA アプリケーションの開発についての学習

� 以前のリリースの SOA コンポーネントからのアップグレードについての学習
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Oracle SOA Suite について
5.1 Oracle SOA Suite についてについてについてについて
Oracle SOA Suite は、標準に準拠した最善のテクノロジ・スイートであり、次のもので構成さ
れています。

� Integrated Service Environment（ISE）: サービスを開発する際に使用します。

� Oracle BPEL Process Manager: サービスをビジネス・プロセスに編成します。

� Oracle Enterprise Service Bus（ESB）: 既存の IT システムとビジネス・パートナを一連の
サービスとして相互に関連付けます。

� Oracle Business Rules: ビジネス・ユーザーまたはビジネス・アナリストが管理できる実行
時の動的な決定のために使用します。

� Oracle Business Activity Monitoring: サービスおよび多種多様なイベントを監視し、エン
タープライズ、ビジネス・プロセス、人員およびシステムの状態をリアルタイムで可視化
します。

� Oracle Web Services Manager: ユーザーのサービス・ロジックとは切り離して、サービスに
対する認証、認可および暗号化ポリシーを保護および管理します。

� UDDI レジストリ : Web サービスのライフサイクルを検出および管理します。

� Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）: J2EE アプリケーション用に完全な
Java 2, Enterprise Edition（J2EE）1.4 準拠の環境を提供します。

Oracle SOA Suite の概要は、『Oracle Application Server クイック・ツアー』を参照してくださ
い。Oracle SOA Suite の説明と、SOA Order Booking アプリケーションの紹介があります。
SOA Order Booking アプリケーションでは、SOA アーキテクチャの実例を使用して 1 つの統合
的な発注システムを作成しながら、エンタープライズの内部および外部（他のサイト）の両方
にある多数のアプリケーションをどのように統合できるかについて、デモンストレーションが
行われます。

5.2 Oracle SOA Suite コンポーネントのインストールコンポーネントのインストールコンポーネントのインストールコンポーネントのインストール
Oracle SOA Suite は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）のインストール手順の一部としてインストー
ルできます。また、Oracle Application Server のコア・コンポーネントのみをインストールし、
その後で Oracle SOA Suite をインストールすることもできます。

詳細は、次の項を参照してください。

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のインストールの一部としての Oracle SOA Suite のインス
トール

� Oracle SOA Suite コンポーネントの個別のインストール

5.2.1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）のインストールの一部としての）のインストールの一部としての）のインストールの一部としての）のインストールの一部としての Oracle SOA 
Suite のインストールのインストールのインストールのインストール

10g リリース 3（10.1.3.1.0）のインストールの一部として Oracle SOA Suite をインストールす
るには、Oracle Universal Installer を実行して 10g リリース 3（10.1.3.1.0）をインストールする
際に、次のいずれかのオプションを選択します。

� 「基本」「基本」「基本」「基本」インストール・タイプを選択します。

または

� 「詳細」「詳細」「詳細」「詳細」を選択してから、「「「「J2EE サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、Web サーバーおよびサーバーおよびサーバーおよびサーバーおよび SOA スイート」スイート」スイート」スイート」インス
トール・タイプを選択します。

Oracle SOA Suite は、これらのインストール・オプションのいずれでもインストールされます。
これら 2 つのインストール・タイプの相違点と、10g リリース 3（10.1.3.1.0）のインストール手
順の詳細は、ご使用のプラットフォームに応じた Oracle Application Server のインストレー
ション・ガイドを参照してください。
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SOA アプリケーションの開発についての学習
5.2.2 Oracle SOA Suite コンポーネントの個別のインストールコンポーネントの個別のインストールコンポーネントの個別のインストールコンポーネントの個別のインストール
後で Oracle SOA Suite をインストールするには、次の手順を実行します。

1. 「詳細」インストール・タイプの中で「J2EE サーバー、Web サーバーおよび SOA スイー
ト」インストール・タイプ以外のものを使用して、10g リリース 3（10.1.3.1.0）をインス
トールします。これらのインストール・タイプでは、コア・コンポーネントのみがインス
トールされます。

2. 後で、各 SOA コンポーネントに応じた個別のインストール手順を使用して、SOA コン
ポーネントを 1 つずつインストールします。

表 5-1 に、Oracle SOA Suite コンポーネントのインストールに役立つドキュメント・リソース
を示します。

5.3 SOA アプリケーションの開発についての学習アプリケーションの開発についての学習アプリケーションの開発についての学習アプリケーションの開発についての学習
Oracle SOA Suite をインストールした後で、Service Oriented Architecture を利用したアプリ
ケーションの開発を始めることができます。SOA アプリケーションの開発を始める場合は、次
のドキュメントを参照してください。

� 『Oracle Application Server クイック・ツアー』: Oracle SOA Suite の説明と、SOA Order 
Booking アプリケーションの紹介があります。

� Oracle Application Server のチュートリアル : ユーザー自身が SOA Order Booking アプリ
ケーションを作成するための手順を、順を追って説明します。

� 『Oracle SOA Suite 開発者ガイド』: SOA Order Booking アプリケーションを例に使用して、
SOA アプリケーションの設計と開発を詳細に説明します。

表表表表 5-1 Oracle SOA Suite コンポーネントのインストールに関するドキュメントコンポーネントのインストールに関するドキュメントコンポーネントのインストールに関するドキュメントコンポーネントのインストールに関するドキュメント

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント インストールに関するドキュメントインストールに関するドキュメントインストールに関するドキュメントインストールに関するドキュメント

Oracle BPEL Process Manager 『Oracle BPEL Process Manager インストレーション・ガイド』

Oracle Enterprise Service Bus 
(ESB)

『Oracle Enterprise Service Bus インストレーション・ガイド』

Oracle Business Rules 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のインストールの一部としてインス

トールされます。Oracle Business Rules の起動については、『Oracle 
Business Rules ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Oracle Business Activity 
Monitoring

『Oracle Business Activity Monitoring インストレーション・ガイ

ド』

Oracle Web Services Manager 『Oracle Web Services Manager インストレーション・ガイド』
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以前のリリースの SOA コンポーネントからのアップグレードについての学習
5.4 以前のリリースの以前のリリースの以前のリリースの以前のリリースのSOAコンポーネントからのアップグレードコンポーネントからのアップグレードコンポーネントからのアップグレードコンポーネントからのアップグレード
についての学習についての学習についての学習についての学習

表 5-2 に、以前のリリースであるスタンドアロンの Oracle SOA コンポーネントからアップグ
レードする場合に使用可能なリソースを示します。

表表表表 5-2 以前のリリースの以前のリリースの以前のリリースの以前のリリースの SOA コンポーネントからのアップグレードについての情報コンポーネントからのアップグレードについての情報コンポーネントからのアップグレードについての情報コンポーネントからのアップグレードについての情報

SOA コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント アップグレード情報アップグレード情報アップグレード情報アップグレード情報

Oracle BPEL Process Manager 以前のリリースの Oracle BPEL Process Manager からのアップグ

レードについては、『Oracle BPEL Process Manager インストレー

ション・ガイド』を参照してください。

Oracle Enterprise Service Bus Oracle Enterprise Service Bus は、Oracle Application Server 10g リ

リース 3（10.1.3.1.0）での新しい Service Oriented Architecture コ

ンポーネントです。そのため、アップグレードに関するドキュメン
トはありません。

Oracle Business Rules Oracle Business Rules は、Oracle Application Server 10g リリース 3
（10.1.3.0.0）での新しいコンポーネントでした。10g リリース 3
（10.1.3.0.0）で Oracle Business Rules を使用している場合は、10g
リリース 3（10.1.3.1.0）のパッチセットを適用することで、使用し

ているインストールを更新できます。

詳細は、『Oracle Application Server Patchset Notes 10g Release 3 
(10.1.3.1.0) Patch Set 1 (10.1.3.1.0)』を参照してください。これは、

OracleMetaLink からダウンロードできるパッチセットに含まれてい

ます。

Oracle Business Activity 
Monitoring

以前のリリースの Oracle Business Activity Monitoring からのアッ

プグレードについては、『Oracle Business Activity Monitoring イン

ストレーション・ガイド』を参照してください。

Oracle Web Services Manager 以前のリリースの Oracle Web Services Manager からのアップグ

レードは、現在サポートされていません。
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手順ごとのアップグレー
A

手順ごとのアップグレード例手順ごとのアップグレード例手順ごとのアップグレード例手順ごとのアップグレード例

この章では、10g リリース 3（10.1.3.1.0）のアップグレード処理の理解に役立つ手順ごとの例を
示します。

詳細は、次の項を参照してください。

� 単一の Oracle Application Server インスタンスでの FAQApp のアップグレード

� クラスタ環境への FAQApp のアップグレード
ド例 A-1



単一の Oracle Application Server インスタンスでの FAQApp のアップグレード
A.1 単一の単一の単一の単一の Oracle Application Server インスタンスでのインスタンスでのインスタンスでのインスタンスでの FAQApp のののの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

次の項では、既存のアプリケーションをアップグレードし、それを単一の 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）OC4J インスタンスに再デプロイする例を示します。

� FAQApp アップグレードの前提条件

� FAQApp アップグレード手順の概要

� FAQApp アップグレード手順

A.1.1 FAQApp アップグレードの前提条件アップグレードの前提条件アップグレードの前提条件アップグレードの前提条件
この手順では、FAQApp アップグレードに対して次の前提条件を想定しています。

� 単一の 10g リリース 2（10.1.2）中間層 Oracle ホームがインストールおよび構成されている。

� オプションで、Oracle HTTP Server 構成ファイル（httpd.conf）にサイト固有の変更を
行っている。

� 10g リリース 2（10.1.2）中間層に FAQApp サンプル・アプリケーションを正常にデプロイ
している。

FAQApp は、Oracle Technology Network（OTN）の次の場所からダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technology/tech/java/oc4j/demos/904/index.html

� 同じ FAQApp アプリケーションを Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）イ
ンスタンスにデプロイしようとしている。

� Apache Ant をインストールおよび構成している。Apache Ant は Java ベースの作成ツール
で、10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームの次のディレクトリに格納されています。

UNIX の場合 :

1013_ORACLE_HOME/ant/

Windows の場合 :

1013_ORACLE_HOME¥ant¥

Apache Ant およびこのツールを使用するためのドキュメントは、次の Web サイトからも
入手できます。

http://ant.apache.org/

注意注意注意注意 : この手順は、特に 10g リリース 2（10.1.2）からアップグレードす
る方法について説明していますが、10g（9.0.4）からアップグレードする
場合でも有効です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 10g リリース 2（10.1.2）ドキュメント・ライブラリ内の
『Oracle Application Server Containers for J2EE ユーザーズ・ガイド』の

FAQ アプリケーション・デモの構成に関する項を参照してください。この
ドキュメント・ライブラリは、Oracle Technology Network（OTN）の次
の場所にあります。

http://www.oracle.com/technology/documentation/appserver101202.html
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A.1.2 FAQApp アップグレード手順の概要アップグレード手順の概要アップグレード手順の概要アップグレード手順の概要
次の手順では、図 A-1 に示すように、新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームをイン
ストールし、FAQApp を変更および再作成した後、新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）OC4J イ
ンスタンスに FAQapp を再デプロイします。

図図図図 A-1 FAQApp アップグレード手順の概要アップグレード手順の概要アップグレード手順の概要アップグレード手順の概要

A.1.3 FAQApp アップグレード手順アップグレード手順アップグレード手順アップグレード手順
次の項では、10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームをインストールおよび構成し、その新し
いインストールに FAQApp を再コンパイルおよび再デプロイする手順について説明します。

� 手順 1: 10g リリース 3（10.1.3.1.0）のインストール

� 手順 2: サイト固有の Oracle HTTP Server 構成設定の適用

� 手順 3: 10g リリース 3（10.1.3）インスタンス内の FAQApp データ・ソースの構成

� 手順 4: 必要な JSP ライブラリ・アーカイブでの FAQApp EAR ファイルの再作成

� 手順 5: 10g リリース 3（10.1.3）への変更した FAQApp EAR ファイルのデプロイ

� 手順 6: 10g リリース 3（10.1.3.1.0）での FAQApp サンプル・アプリケーションのテスト

A.1.3.1 手順手順手順手順 1: 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）のインストール）のインストール）のインストール）のインストール
10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームをインストールするには、次の手順を実行します。
この特定の例では、1 つの Oracle ホームに 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の Web サーバーと
OC4J インスタンスを組み合せてインストールします。

1. ホスト・コンピュータにログインし、Oracle Universal Installer を起動します。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームは、10g リリース 2（10.1.2） J2EE and Web Cache 
Oracle ホームと同じホスト、または別のホストにインストールできます。

2. Oracle Application Server 10g 10.1.3.0.0 のインストール画面で、次の手順を実行します。

a. 「インストール・ディレクトリ」「インストール・ディレクトリ」「インストール・ディレクトリ」「インストール・ディレクトリ」フィールドに、アプリケーション・サーバーをインス
トールするディレクトリへのパスを入力します。

b. 「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」を選択します。

c. 「次へ」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Application Server のインストレーション・ガイドの
Oracle Universal Installer の起動に関する項を参照してください。
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3. 「拡張インストール」オプションの使用を確認するように求められたら、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリッ
クします。

4. 「インストール・タイプの選択」ページで、「「「「J2EE サーバーとサーバーとサーバーとサーバーと Web サーバー」サーバー」サーバー」サーバー」を選択しま
す。

このインストール・タイプでは、1 つの Oracle ホームに Web サーバーと OC4J インスタン
スが組み合されてインストールされます。

5. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックし、「管理 (Administration) 設定」ページが表示されるまで各画面の指
示に従います。

6. 「管理 (Administration) 設定」ページで、「管理「管理「管理「管理 OC4J として構成」として構成」として構成」として構成」を確実に選択します。

7. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックした後、各画面の指示に従ってインストール手順を進めていきます。

インストールが完了すると、「インストールの終了」画面が表示されます。この画面には、
インストールが正常に実行されたかどうかが示されます。また、デフォルトの Oracle 
HTTP Server ポートおよび 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Application Server Control コン
ソールへのアクセスに使用可能な URL の情報も示されます。

A.1.3.2 手順手順手順手順 2: サイト固有のサイト固有のサイト固有のサイト固有の Oracle HTTP Server 構成設定の適用構成設定の適用構成設定の適用構成設定の適用
10g リリース 2（10.1.2）Oracle ホームの Oracle HTTP Server の httpd.conf構成ファイルに
サイト固有の構成変更を行った場合は、それらの変更を 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle
ホームの httpd.confファイルに適用します。

10g リリース 2（10.1.2）と同様に、10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle HTTP Server は Apache 
1.3 Web Server に基づいています。そのため、構成変更（httpd.confファイルへの変更など）
を 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームに直接コピーできます。

A.1.3.3 手順手順手順手順 3: 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3）インスタンス内の）インスタンス内の）インスタンス内の）インスタンス内の FAQApp データ・データ・データ・データ・
ソースの構成ソースの構成ソースの構成ソースの構成
FAQApp では、FAQ スキーマがインストールされている Oracle データベースで構成されてい
るデータ・ソースが使用されます。この手順は、以前のリリースの Oracle Application Server
に FAQApp が正常にデプロイおよび構成されていることを想定しています。そのため、既存の
Oracle データベースには、FAQ スキーマがすでに存在します。

ただし、FAQApp を新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）インスタンスにデプロイする前に、次
の手順を実行して新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）OC4J コンテナに OracleDSデータ・ソー
スを構成します。このデータ・ソースは、FAQApp アプリケーションで必要です。

注意注意注意注意 : この手順では、デフォルト・アプリケーションの一部として定義
されている既存の OracleDSデータ・ソースが変更されます。これによっ
て、このデータ・ソースは、このインスタンスにデプロイされているすべ
てのアプリケーションで使用可能になります。また、このデータ・ソース
は、FAQApp EAR ファイル内の data-sources.xmlファイルを使用し
ても定義できます。

JDBC データ・ソースの定義方法の詳細は、『Oracle Containers for J2EE
サービス・ガイド』を参照してください。
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1. ブラウザを使用して 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Application Server Control コンソールを
表示します。

「インストールの終了」画面に Application Server Control コンソールの URL が表示されま
す。この情報は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホーム内の次のファイルにも保存され
ています。

UNIX の場合 :

ORACLE_HOME/install/readme.txt

Windows の場合 :

ORACLE_HOME¥install¥readme.txt

Application Server Control コンソールに表示される最初のページは、「クラスタ・トポロ
ジ」ページです。

2. 「クラスタ・トポロジ」ページの「メンバー」「メンバー」「メンバー」「メンバー」セクションで、「ホーム」「ホーム」「ホーム」「ホーム」をクリックして、
デフォルトの homeインスタンスの OC4J ホームページを表示します。

3. OC4J ホームページで、「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックします。

4. 「OC4J 管理」ページで、タスク表の「「「「JDBC リソース」リソース」リソース」リソース」行のタスク・アイコンをクリック
します。

Oracle Application Server のインストール中に、OracleDS データ・ソースが作成されるこ
とに注意してください。ただし、このデータ・ソースは、サンプル接続プールに依存して
データベースに接続するマネージド・データ・ソースです。

5. サンプル接続プールサンプル接続プールサンプル接続プールサンプル接続プールをクリックして接続プールの編集ページを表示します。

6. FAQ スキーマがホスティングされている Oracle データベースへの接続を提供する JDBC の
URL を入力し、「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

接続 URL には、次の形式を使用します。

jdbc:oracle:thin:@hostname:port:sid

次に例を示します。

jdbc:oracle:thin:@appserv1.acme.com:1521:orcl

5. 「クラスタ・トポロジ」ページに移動し、OC4J インスタンスを再起動して JDBC 接続プー
ル用の新しい接続 URL をロードします。

homeインスタンスを再起動すると、Application Server Control も再起動されることに注
意してください。このため、数秒待機してから Application Server Control コンソールの
URL を再度入力する必要があります。その後、再起動した Application Server Control コ
ンソールにログインできます。

ヒントヒントヒントヒント : JDBC の接続 URL の構成時に問題が発生した場合は、オプショ
ンで次の手順を実行できます。

1. 「JDBC リソース」ページの「接続プール」セクションで「作成」「作成」「作成」「作成」をク
リックして、新しい接続プールを作成します。

2. 「接続プールの作成 - アプリケーション」ページで、デフォルトのアプ
リケーションを選択した後、「新規接続プール」「新規接続プール」「新規接続プール」「新規接続プール」を選択します。

3. 「続行」「続行」「続行」「続行」をクリックして「接続プールの作成」ページを表示します。
このページで、データベースに関する情報を入力すると、Application 
Server Control によって JDBC の URL が自動的に生成されます。ま
た、このページでは、続行する前に接続が正常かどうかをテストする
こともできます。

4. 既存の OracleDSデータ・ソースを削除し、作成した接続プールを使
用する新しい OracleDSデータ・ソースを作成します。
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A.1.3.4 手順手順手順手順 4: 必要な必要な必要な必要な JSP ライブラリ・アーカイブでのライブラリ・アーカイブでのライブラリ・アーカイブでのライブラリ・アーカイブでの FAQApp EAR ファファファファ
イルの再作成イルの再作成イルの再作成イルの再作成
FAQApp には、JavaServer Pages（JSP）標準タグ・ライブラリが必要です。以前のリリースの
Oracle Application Server では、これらのライブラリは OC4J インスタンスの一部として自動的
に使用可能になりました。10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、アプリケーションで JSP タグ・ラ
イブラリが必要な場合、アプリケーションをデプロイする前に次に示す 2 つの jar ファイルをア
プリケーションの EAR ファイルの一部として含める必要があります。

既存の 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームで JSP 標準タグ・ライブラリを検索し、
FAQApp の EAR ファイルに含めるには、次の手順を実行します。

1. FAQApp.earファイルを一時作業ディレクトリに解凍していない場合は解凍します。

10g リリース 2（10.1.2）にデプロイした FAQApp.earファイルのコピーは、10g リリース
2（10.1.2）Oracle ホーム内の次のディレクトリにあります。

UNIX の場合 :

1012_ORACLE_HOME/j2ee/OC4J_Instance/applications/FAQApp.ear

Windows の場合 :

1012_ORACLE_HOME¥j2ee¥OC4J_Instance¥applications¥FAQApp.ear

この例では、1012_ORACLE_HOME は 10g リリース 2（10.1.2）Oracle ホームの完全なパ
スに、OC4J_Instance は FAQApp アプリケーションのデプロイに使用する 10g リリース 2

（10.1.2）OC4J インスタンスの名前に置き換えます。

2. 10g リリース 3（10.1.3.1.0）インストールの Oracle ホームで次のアーカイブを検索します。

UNIX の場合 :

1013_ORACLE_HOME/j2ee/home/default-web-app/WEB-INF/lib/standard.jar
1013_ORACLE_HOME/j2ee/home/default-web-app/WEB-INF/lib/jstl.jar

Windows の場合 :

1013_ORACLE_HOME¥j2ee¥home¥default-web-app¥WEB-INF¥lib¥standard.jar
1013_ORACLE_HOME¥j2ee¥home¥default-web-app¥WEB-INF¥lib¥jstl.jar

3. これらの 2 つの .jar ファイルを FAQApp の作業ディレクトリ内の次のディレクトリにコ
ピーします。

faq/lib/

4. 既存のアーカイブ（.ear、.war ファイルなど）を FAQApp の作業ディレクトリから削除し
ます。

faq/dist/

ant allコマンド（次の手順で実行）では、distディレクトリ内の既存のアーカイブ・
ファイルは削除または上書きされないため、この手順は重要です。つまり、faq/dist
ディレクトリに以前のリリースの EAR ファイルが存在する場合、新しい EAR ファイルは
作成されません。

5. Apache Ant を使用して jar ファイルを作成します。次のコマンドを使用します。

ant all

このコマンドを入力すると、Apache Ant によって、faqディレクトリの build.xmlファ
イルに指定されている情報に基づいて FAQApp アプリケーション EAR ファイルがコンパ
イルおよび作成されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : C.2.2 項「JavaServer Pages（JSP）標準タグ・ライブラリ
（JSTL）の新しい場所」
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6. FAQApp の作業ディレクトリ内の次の場所に FAQApp EAR ファイルを配置します。

faq/dist/FAQApp.ear

A.1.3.5 手順手順手順手順 5: 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3）への変更した）への変更した）への変更した）への変更した FAQApp EAR ファイルファイルファイルファイル
のデプロイのデプロイのデプロイのデプロイ
変更した FAQApp サンプル・アプリケーションを新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）OC4J イ
ンスタンスにデプロイするには、次の手順を実行します。

1. 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Application Server Control コンソールの OC4J ホームページに
移動します。

2. 「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」をクリックして「アプリケーション」ページを表示します。

3. 「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」をクリックします。

4. 「デプロイ : アーカイブの選択」ページで、「参照」「参照」「参照」「参照」をクリックし、変更した FAQApp.ear
ファイルを選択します。

このページの他のデフォルト設定は変更しないでください。

5. 「デプロイ : アプリケーション属性」ページで、「アプリケーション名」「アプリケーション名」「アプリケーション名」「アプリケーション名」フィールドに
FAQAppと入力します。

このページの他のデフォルト設定は変更しないでください。

6. 「デプロイ : デプロイ設定」ページで、「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」をクリックして 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）OC4J インスタンスに FAQApp アプリケーションをデプロイします。

Application Server Control には、デプロイの進行状況が表示された後、デプロイが正常に
実行されたかどうかを示すメッセージが表示されます。

デプロイが正常に実行されなかった場合は、進行状況メッセージで特定のエラー・メッ
セージを確認します。

エラー・メッセージに SQL またはデータベース接続についての記述がある場合は、デー
タ・ソース構成で問題が発生している可能性があります。A.1.3.3 項「手順 3: 10g リリース
3（10.1.3）インスタンス内の FAQApp データ・ソースの構成」で実行した手順を確認して
ください。データ・ソースが有効であることおよび FAQ スキーマがデータベースに存在し
ていることを確認します。データベースへの接続に使用したデータベース・ユーザー名に
FAQ スキーマへのアクセス権が付与されていることを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Apache Ant プロジェクト Web サイトは次の URL にありま
す。

http://ant.apache.org/

注意注意注意注意 : この例では、Apache Ant を使用して FAQApp.earファイルを再
作成します。実際は、他のツールを使用してこのタスクを実行できます。
詳細は、『Oracle Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』を参照し
てください。

注意注意注意注意 : この手順では、Application Server Control コンソールを使用して
FAQApp サンプル・アプリケーションをデプロイする方法を示します。た
だし、OC4J 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、アプリケーションをデプロ
イするための多くのオプションが提供されています。

詳細は、『Oracle Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』の OC4J
で提供されているデプロイ・ツール・オプションに関する項を参照してく
ださい。
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単一の Oracle Application Server インスタンスでの FAQApp のアップグレード
A.1.3.6 手順手順手順手順 6: 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）での）での）での）での FAQApp サンプル・アプリサンプル・アプリサンプル・アプリサンプル・アプリ
ケーションのテストケーションのテストケーションのテストケーションのテスト
デプロイが正常に実行された場合、Web ブラウザで次の URL にアクセスして、FAQApp アプ
リケーションが正常に動作していることを確認できます。

http://host.domain:port/FAQApp/

次に例を示します。

http://appserv1.acme.com:7779/FAQApp/

FAQApp で、ユーザー名およびパスワードの入力を求められます。以前のリリースの Oracle 
Application Server インストールに FAQApp をデプロイした際に、アプリケーションのユー
ザーおよびロールを構成したことが想定されています。

ユーザー名に faq、パスワードに faqを入力します。図 A-2 に示す FAQApp ホームページが
表示されます。アプリケーションが表示されない場合は、ブラウザ・ウィンドウに表示されて
いるエラー・メッセージを確認してください。

エラー・メッセージに SQL またはデータベース接続についての記述がある場合は、データ・
ソース構成で問題が発生している可能性があります。A.1.3.3 項「手順 3: 10g リリース 3

（10.1.3）インスタンス内の FAQApp データ・ソースの構成」で実行した手順を確認してくださ
い。データ・ソースが有効であることおよび FAQ スキーマがデータベースに存在していること
を確認します。データベースへの接続に使用したデータベース・ユーザー名に FAQ スキーマへ
のアクセス権が付与されていることを確認します。

図図図図 A-2 正常にデプロイされた正常にデプロイされた正常にデプロイされた正常にデプロイされた FAQApp サンプル・アプリケーションサンプル・アプリケーションサンプル・アプリケーションサンプル・アプリケーション
A-8 Oracle Application Server アップグレードおよび互換性ガイド



クラスタ環境への FAQApp のアップグレード
A.2 クラスタ環境へのクラスタ環境へのクラスタ環境へのクラスタ環境への FAQApp のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
次の項では、10g リリース 2（10.1.2）クラスタ環境へのアップグレードおよび新しい 10g リ
リース 3（10.1.3.1.0）クラスタへの既存のアプリケーションの再デプロイの例を示します。

� クラスタ環境への FAQApp のアップグレードの前提条件

� クラスタ環境への FAQApp のアップグレードの概要

� クラスタ環境への FAQApp のアップグレード手順

A.2.1 クラスタ環境へのクラスタ環境へのクラスタ環境へのクラスタ環境への FAQApp のアップグレードの前提条件のアップグレードの前提条件のアップグレードの前提条件のアップグレードの前提条件
この手順では、FAQApp アップグレードに対して次の前提条件を想定しています。

� 10g リリース 2（10.1.2）OracleAS Farm をインストールおよび構成し、そのファーム内に
OracleAS Cluster を作成している。

� 10g リリース 2（10.1.2）OracleAS Cluster に FAQApp サンプルアプリケーションを正常に
デプロイしている。

FAQApp は、Oracle Technology Network（OTN）の次の場所からダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technology/tech/java/oc4j/demos/904/index.html

� 同じ FAQApp を、ほぼ同等の Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）クラス
タ環境にデプロイしようとしている。

� Apache Ant をインストールおよび構成している。Apache Ant は Java ベースの作成ツール
で、10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームの次のディレクトリに格納されています。

UNIX の場合 :

1013_ORACLE_HOME/ant/

Windows の場合 :

1013_ORACLE_HOME¥ant¥

Apache Ant およびこのツールを使用するためのドキュメントは、次の Web サイトからも
入手できます。

http://ant.apache.org/

注意注意注意注意 : この手順は、特に 10g リリース 2（10.1.2）からアップグレードす
る方法について説明していますが、10g（9.0.4）からアップグレードする
場合でも有効です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 10g リリース 2（10.1.2）ドキュメント・ライブラリ内の
『Oracle Application Server Containers for J2EE ユーザーズ・ガイド』の

FAQ アプリケーション・デモの構成に関する項を参照してください。
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クラスタ環境への FAQApp のアップグレード
A.2.2 クラスタ環境へのクラスタ環境へのクラスタ環境へのクラスタ環境への FAQApp のアップグレードの概要のアップグレードの概要のアップグレードの概要のアップグレードの概要
次の手順では、図 A-3 に示すように、新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームをイン
ストールし、FAQApp を変更および再作成した後、新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）OC4J イ
ンスタンスに FAQapp を再デプロイします。

図図図図 A-3 クラスタ環境へのクラスタ環境へのクラスタ環境へのクラスタ環境への FAQApp のアップグレードの概要のアップグレードの概要のアップグレードの概要のアップグレードの概要

A.2.3 クラスタ環境へのクラスタ環境へのクラスタ環境へのクラスタ環境への FAQApp のアップグレード手順のアップグレード手順のアップグレード手順のアップグレード手順
次の項では、10g リリース 3（10.1.3.1.0）クラスタ環境をインストールおよび構成し、その新し
いクラスタに FAQApp を再デプロイする手順について説明します。

� 手順 1: 10g リリース 3（10.1.3.1.0）クラスタのインストールおよび構成

� 手順 2: サイト固有の Oracle HTTP Server 構成設定の適用

� 手順 3: FAQApp グループの作成

� 手順 4: グループの FAQApp データ・ソースの構成

� 手順 5: 必要な JSP ライブラリ・アーカイブでの FAQApp の EAR ファイルの再作成

� 手順 6: FAQApp のデプロイおよびアプリケーション・クラスタリングの構成

� 手順 7: 10g リリース 3（10.1.3.1.0）での FAQApp サンプル・アプリケーションのテスト

A.2.3.1 手順手順手順手順 1: 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）クラスタのインストールおよび）クラスタのインストールおよび）クラスタのインストールおよび）クラスタのインストールおよび
構成構成構成構成
新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）クラスタ環境をインストールするには、次の手順を実行し
ます。

1. 1 つ目の中間層 Oracle ホームに対して、管理 OC4J インスタンスをインストールします。

Oracle Universal Installer を起動して、「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」「拡張インストール」を選択した後、「「「「J2EE サーサーサーサー
バーとバーとバーとバーと Web サーバー」サーバー」サーバー」サーバー」を選択します。

インストール時は、プロンプトに従って次の手順を実行します。

� 「管理インスタンスの設定」ページで、「管理「管理「管理「管理 OC4J インスタンスとして構成」インスタンスとして構成」インスタンスとして構成」インスタンスとして構成」を選択
します。

� 「管理 (Administration) 設定」ページで、「管理者アカウントのパスワード」「管理者アカウントのパスワード」「管理者アカウントのパスワード」「管理者アカウントのパスワード」フィール
ドに入力した oc4jadminパスワードを書き留めます。このパスワードは、後で必要
になります。
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クラスタ環境への FAQApp のアップグレード
� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「この「この「この「この Oracle HTTP Server インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle 
Application Server クラスタの一部として構成」クラスタの一部として構成」クラスタの一部として構成」クラスタの一部として構成」を選択し、クラスタのマルチキャス
ト検出アドレスを指定します。

このページで入力したアドレスおよびポートを書き留めます。これらは、後で必要に
なります。

入力するマルチキャスト・アドレスは、有効なアドレス範囲（224.0.1.0から
239.255.255.255）内で指定する必要があります。4 桁のポート番号には制限はあ
りません。

2. 2 つ目の中間層に対して、別の「「「「J2EE サーバーとサーバーとサーバーとサーバーと Web サーバー」サーバー」サーバー」サーバー」拡張インストールを実行
します。

インストール時は、プロンプトに従って次の手順を実行します。

� 「管理インスタンスの設定」ページで、「管理「管理「管理「管理 OC4J インスタンスとして構成」インスタンスとして構成」インスタンスとして構成」インスタンスとして構成」を選択
解除します。 各クラスタに必要な管理 OC4J は 1 つのみです。

� 「管理 (Administration) 設定」ページで、手順 1 で入力した「管理者アカウントのパス「管理者アカウントのパス「管理者アカウントのパス「管理者アカウントのパス
ワード」ワード」ワード」ワード」フィールドの oc4jadminパスワードと同じパスワードを入力します。

1 つ目のインストール時に入力した oc4jadminパスワードと同じパスワードを入力す
る必要があります。グループを使用するには、グループの各 OC4J インスタンスに同
じ oc4jadminパスワードを指定する必要があります。そうしなかった場合、インス
トール後にパスワードを再設定する必要があります。

� 「クラスタ・トポロジ構成」画面で、「この「この「この「この Oracle HTTP Server インスタンスをインスタンスをインスタンスをインスタンスを Oracle 
Application Server クラスタの一部として構成」クラスタの一部として構成」クラスタの一部として構成」クラスタの一部として構成」を選択し、手順 1 で入力したマルチ
キャスト・アドレスおよびポートと同じマルチキャスト・アドレスおよびポートを入
力します。同じマルチキャスト・アドレスを共有するインスタンスは、自動的にクラ
スタとして構成されます。

3. クラスタのインストールおよび構成が正常に実行されたことを確認します。これは、Web
ブラウザで 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Application Server Control コンソールを表示して
行います。

「インストールの終了」画面に Application Server Control コンソールの URL が表示されま
す。この情報は、最初にインストールした 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホーム内の
次のファイルにも保存されています。

UNIX の場合 :

ORACLE_HOME/install/readme.txt

Windows の場合 :

ORACLE_HOME¥install¥readme.txt

Application Server Control コンソールをはじめて表示する場合は、「クラスタ・トポロジ」
ページに両方の 10g リリース 3（10.1.3.1.0）インストールが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : このトポロジの構成方法の詳細は、『Oracle Application 
Server 管理者ガイド』のクラスタでの複数の OC4J 中間層の構成に関する
項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : B.1 項「OracleAS Farm のかわりとしてのクラスタ・トポロジ
の使用」
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クラスタ環境への FAQApp のアップグレード
A.2.3.2 手順手順手順手順 2: サイト固有のサイト固有のサイト固有のサイト固有の Oracle HTTP Server 構成設定の適用構成設定の適用構成設定の適用構成設定の適用
10g リリース 2（10.1.2）OracleAS Cluster の Oracle HTTP Server の httpd.conf構成ファイ
ルにサイト固有の構成変更を行った場合は、それらの変更を 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の各
Oracle ホーム内の httpd.confファイルに適用します。

10g リリース 2（10.1.2）と同様に、10g リリース 3（10.1.3.1.0） Oracle HTTP Server は Apache 
1.3 Web Server に基づいています。そのため、構成変更（httpd.confファイルへの変更など）
を 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームに直接コピーできます。

A.2.3.3 手順手順手順手順 3: FAQApp グループの作成グループの作成グループの作成グループの作成
10g リリース 3（10.1.3.1.0）クラスタ内で、複数の OC4J インスタンスを 1 つのグループに編成
できます。その後、そのグループに対して特定のデプロイ・タスクおよび構成タスクを実行で
きます。

FAQApp のグループを作成するには、次の手順を実行します。

1. Application Server Control コンソールの「クラスタ・トポロジ」ページに移動します。

2. このページの「メンバー」セクションで、インストールした 1 つ目のアプリケーション・
サーバー・インスタンスの名前をクリックします。

3. 「アプリケーション・サーバー」ページで、「「「「OC4J インスタンスの作成」インスタンスの作成」インスタンスの作成」インスタンスの作成」をクリックしま
す。

「OC4J インスタンスの作成」ページ（図 A-4）が表示されます。

4. 「OC4J インスタンスの作成」ページで、次の手順を実行します。

a. 「「「「OC4J インスタンス名」インスタンス名」インスタンス名」インスタンス名」フィールドに、FAQApp_OC4J1と入力します。

b. 「名前を指定して新規グループに追加」「名前を指定して新規グループに追加」「名前を指定して新規グループに追加」「名前を指定して新規グループに追加」を選択します。

c. 「新規グループ名」「新規グループ名」「新規グループ名」「新規グループ名」フィールドに、FAQApp_Group と入力します。

d. 「作成後にこのインスタンスを起動します。」「作成後にこのインスタンスを起動します。」「作成後にこのインスタンスを起動します。」「作成後にこのインスタンスを起動します。」を選択します。

e. 「作成」「作成」「作成」「作成」をクリックします。

5. 「クラスタ・トポロジ」ページに戻り、インストールした 2 つ目のアプリケーション・サー
バー・インスタンスの名前をクリックします。

6. 「アプリケーション・サーバー」ページで、「「「「OC4J インスタンスの作成」インスタンスの作成」インスタンスの作成」インスタンスの作成」をクリックしま
す。

7. 「OC4J インスタンスの作成」ページで、次の手順を実行します。

a. 「「「「OC4J インスタンス名」インスタンス名」インスタンス名」インスタンス名」フィールドに、FAQApp_OC4J2と入力します。

b. 「名前を指定して既存のグループに追加」「名前を指定して既存のグループに追加」「名前を指定して既存のグループに追加」「名前を指定して既存のグループに追加」を選択します。

c. 「既存のグループ名」「既存のグループ名」「既存のグループ名」「既存のグループ名」ドロップダウン・メニューから、FAQApp_Group を選択しま
す。

d. 「作成後にこのインスタンスを起動します。」「作成後にこのインスタンスを起動します。」「作成後にこのインスタンスを起動します。」「作成後にこのインスタンスを起動します。」を選択します。

e. 「作成」「作成」「作成」「作成」をクリックします。

8. 「クラスタ・トポロジ」ページに戻り、そのページの「グループ」セクションまでスクロー
ルします。

9. 新しい FAQApp グループには、FAQApp_OC4J1 インスタンスと FAQApp_OC4J2 インス
タンスの両方が含まれていることに注意してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』
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図図図図 A-4「「「「OC4J インスタンスの作成」ページインスタンスの作成」ページインスタンスの作成」ページインスタンスの作成」ページ

A.2.3.4 手順手順手順手順 4: グループのグループのグループのグループの FAQApp データ・ソースの構成データ・ソースの構成データ・ソースの構成データ・ソースの構成
FAQApp では、FAQ スキーマがインストールされている Oracle データベースで構成されてい
るデータ・ソースが使用されます。この手順は、以前のリリースの Oracle Application Server
に FAQApp が正常にデプロイおよび構成されていることを想定しています。そのため、既存の
Oracle データベースには、FAQ スキーマがすでに存在します。

ただし、FAQApp を 10g リリース 3（10.1.3.1.0）グループにデプロイする前に、次の手順を実
行して OracleDSデータ・ソースを構成する必要があります。このデータ・ソースは、
FAQApp アプリケーションで必要です。

FAQApp グループ内のすべての OC4J インスタンスのデータ・ソースを定義するには、次の手
順を実行します。

1. Application Server Control コンソールの「クラスタ・トポロジ」ページで、「グループ」
セクションにスクロールします。

2. FAQApp グループの名前をクリックします。

3. 「グループ」ページで、「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックします。

4. 「グループ」ページの「管理」タブで、タスク表の「「「「JDBC リソース」リソース」リソース」リソース」行のタスク・アイコ
ンをクリックします。

OracleDS データ・ソースがすでに作成されていることに注意してください。ただし、この
データ・ソースは、サンプル接続プールに依存してデータベースに接続するマネージド・
データ・ソースです。

5. サンプル接続プールサンプル接続プールサンプル接続プールサンプル接続プールをクリックして接続プールの編集ページを表示します。

6. FAQ スキーマがホスティングされている Oracle データベースへの接続を提供する JDBC の
URL を入力し、「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

接続 URL には、次の形式を使用します。

jdbc:oracle:thin:@hostname:port:sid

次に例を示します。

jdbc:oracle:thin:@appserv1.acme.com:1521:orcl
手順ごとのアップグレード例 A-13
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5. FAQApp グループを再起動して新しい JDBC 接続プール URL をロードします。

a. 「クラスタ・トポロジ」ページに移動します。

b. FAQApp グループを選択します。

c. 「停止」「停止」「停止」「停止」をクリックします。

d. グループが停止されたことが Application Server Control で確認された後、その
FAQApp グループを再度選択し、「起動」「起動」「起動」「起動」をクリックします。

A.2.3.5 手順手順手順手順 5: 必要な必要な必要な必要な JSP ライブラリ・アーカイブでのライブラリ・アーカイブでのライブラリ・アーカイブでのライブラリ・アーカイブでの FAQApp のののの EAR
ファイルの再作成ファイルの再作成ファイルの再作成ファイルの再作成
FAQApp には、JavaServer Pages（JSP）標準タグ・ライブラリが必要です。以前のリリースの
Oracle Application Server では、これらのライブラリは OC4J インスタンスの一部として自動的
に使用可能になりました。10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、アプリケーションで JSP タグ・ラ
イブラリが必要な場合、アプリケーションをデプロイする前に次に示す 2 つの jar ファイルをア
プリケーションの EAR ファイルの一部として含める必要があります。

既存の 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホームで JSP 標準タグ・ライブラリを検索し、
FAQApp の EAR ファイルに含めるには、次の手順を実行します。

1. FAQApp.earファイルを一時作業ディレクトリに解凍していない場合は解凍します。

10g リリース 2（10.1.2）にデプロイした FAQApp.ear ファイルのコピーは、10g リリース 2
（10.1.2）Oracle ホーム内の次のディレクトリにあります。

UNIX の場合 :

1012_ORACLE_HOME/j2ee/OC4J_Instance/applications/FAQApp/FAQApp.ear

Windows の場合 :

1012_ORACLE_HOME¥j2ee¥OC4J_Instance¥applications¥FAQApp¥FAQApp.ear

この例では、1012_ORACLE_HOME は 10g リリース 2（10.1.2）Oracle ホームの完全なパ
スに、OC4J_Instance は FAQApp アプリケーションのデプロイに使用する OC4J インスタ
ンスの名前に置き換えます。

ヒントヒントヒントヒント : JDBC の接続 URL の構成時に問題が発生した場合は、オプショ
ンで次の手順を実行できます。

1. 「JDBC リソース」ページの「接続プール」セクションで「作成」「作成」「作成」「作成」をク
リックして、新しい接続プールを作成します。

2. 「接続プールの作成 - アプリケーション」ページで、デフォルトのアプ
リケーションを選択した後、「新規接続プール」「新規接続プール」「新規接続プール」「新規接続プール」を選択します。

3. 「続行」「続行」「続行」「続行」をクリックして「接続プールの作成」ページを表示します。
このページで、データベースに関する情報を入力すると、Application 
Server Control によって JDBC の URL が自動的に生成されます。ま
た、このページでは、続行する前に接続が正常かどうかをテストする
こともできます。

4. 既存の OracleDS データ・ソースを削除し、作成した接続プールを使
用する新しい OracleDSデータ・ソースを作成します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : C.2.2 項「JavaServer Pages（JSP）標準タグ・ライブラリ
（JSTL）の新しい場所」
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2. 10g リリース 3（10.1.3.1.0）インストールの Oracle ホームで次のアーカイブを検索します。

UNIX の場合 :

1013_ORACLE_HOME/j2ee/home/default-web-app/WEB-INF/lib/standard.jar
1013_ORACLE_HOME/j2ee/home/default-web-app/WEB-INF/lib/jstl.jar

Windows の場合 :

1013_ORACLE_HOME¥j2ee¥home¥default-web-app¥WEB-INF¥lib¥standard.jar
1013_ORACLE_HOME¥j2ee¥home¥default-web-app¥WEB-INF¥lib¥jstl.jar

3. これらの 2 つの .jar ファイルを FAQApp の作業ディレクトリ内の次のディレクトリにコ
ピーします。

faq/lib/

4. 既存のアーカイブ（.ear、.war ファイルなど）を FAQApp の作業ディレクトリから削除し
ます。

faq/dist/

ant allコマンド（次の手順で実行）では、dist ディレクトリ内の既存のアーカイブ・
ファイルは削除または上書きされないため、この手順は重要です。つまり、faq/dist
ディレクトリに以前のリリースの EAR ファイルが存在する場合、新しい EAR ファイルは
作成されません。

5. Apache Ant を使用して jar ファイルを作成します。次のコマンドを使用します。

ant all

このコマンドを入力すると、Apache Ant によって、faqディレクトリに含まれている
build.xml ファイルに指定されている情報に基づいて FAQApp アプリケーション EAR ファ
イルがコンパイルおよび作成されます。

6. FAQApp の作業ディレクトリ内の次の場所に FAQApp EAR ファイルを配置します。

faq/dist/FAQApp.ear

A.2.3.6 手順手順手順手順 6: FAQApp のデプロイおよびアプリケーション・クラスタのデプロイおよびアプリケーション・クラスタのデプロイおよびアプリケーション・クラスタのデプロイおよびアプリケーション・クラスタ
リングの構成リングの構成リングの構成リングの構成
変更した FAQApp サンプル・アプリケーションを 10g リリース 3（10.1.3.1.0）FAQApp グルー
プにデプロイするには、次の手順を実行します。

デプロイ時、FAQApp にアプリケーション・クラスタリングも構成できます。アプリケーショ
ン・クラスタリングによって、クラスタ内のアプリケーション・インスタンス間でセッション
状態レプリケーションを実行できるようになります。セッション状態情報の例としては、ユー
ザーがログインしているかどうか、ショッピング・カートの内容などがあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Apache Ant プロジェクト Web サイトは次の URL にありま
す。

http://ant.apache.org/

注意注意注意注意 : この例では、Apache Ant を使用して FAQApp.earファイルを再
作成します。実際は、他のツールを使用してこのタスクを実行できます。
詳細は、『Oracle Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』を参照し
てください。
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Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、セッション状態レプリケーション
用に 3 つのプロトコルが提供されています。この例では、peer-to-peer レプリケーション・プ
ロトコルを有効にします。このプロトコルを選択すると、OPMN によって、レプリケーション
状態情報が 10g リリース 3（10.1.3.1.0）クラスタ内の他の OC4J インスタンスに自動的にレプリ
ケートされます。

FAQApp グループに FAQApp をデプロイし、アプリケーション・クラスタリングを構成する
には、次の手順を実行します。

1. 10g リリース 3（10.1.3.1.0）Application Server Control コンソールの「クラスタ・トポロ
ジ」ページに移動します。

2. FAQApp グループの名前をクリックして、FAQApp の「グループ」ページを表示します。

3. 「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」をクリックして「グループ」ページの「アプリケーション」タブを表
示します。

4. 「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」をクリックします。

5. 「デプロイ : アーカイブの選択」ページで、「参照」「参照」「参照」「参照」をクリックし、更新した FAQApp.ear
ファイルを選択します。

このページの他のデフォルト設定は変更しないでください。

6. 「デプロイ : アプリケーション属性」ページで、「アプリケーション名」「アプリケーション名」「アプリケーション名」「アプリケーション名」フィールドに
FAQAppと入力します。

このページの他のデフォルト設定は変更しないでください。

7. 「デプロイ : デプロイ設定」ページで、「クラスタリングの構成」「クラスタリングの構成」「クラスタリングの構成」「クラスタリングの構成」をクリックし、結果ペー
ジを使用して FAQApp アプリケーションのセッション状態レプリケーションを有効にしま
す。

a. 「親アプリケーションのクラスタリング設定を上書き」「親アプリケーションのクラスタリング設定を上書き」「親アプリケーションのクラスタリング設定を上書き」「親アプリケーションのクラスタリング設定を上書き」を選択します。

b. 「クラスタリング」「クラスタリング」「クラスタリング」「クラスタリング」ドロップダウン・メニューから「有効化」「有効化」「有効化」「有効化」を選択します。

c. 「ピアツーピア・レプリケーション」「ピアツーピア・レプリケーション」「ピアツーピア・レプリケーション」「ピアツーピア・レプリケーション」を選択します。ホスト・コンピュータに複数の
ネットワーク・カードが含まれていないかぎり、「バインド・アドレス」「バインド・アドレス」「バインド・アドレス」「バインド・アドレス」フィールドに
値は入力しないでください。

d. 「「「「OK」」」」をクリックします。

8. 「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」をクリックして、FAQApp グループ内の両方の OC4J インスタンスに対する
FAQApp を表示します。

Application Server Control には、デプロイの進行状況が表示された後、デプロイが正常に
実行されたかどうかを示すメッセージが表示されます。

デプロイが正常に実行されなかった場合は、進行状況メッセージで特定のエラー・メッ
セージを確認します。

エラー・メッセージに SQL またはデータベース接続についての記述がある場合は、デー
タ・ソース構成で問題が発生している可能性があります。A.2.3.4 項「手順 4: グループの
FAQApp データ・ソースの構成」で実行した手順を確認してください。データ・ソースが
有効であることおよび FAQ スキーマがデータベースに存在していることを確認します。
データベースへの接続に使用したデータベース・ユーザー名に FAQ スキーマへのアクセス
権が付与されていることを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : B.3 項「状態レプリケーションのためのアプリケーション・ク
ラスタリングの使用」
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A.2.3.7 手順手順手順手順 7: 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）での）での）での）での FAQApp サンプル・アプリサンプル・アプリサンプル・アプリサンプル・アプリ
ケーションのテストケーションのテストケーションのテストケーションのテスト
デプロイが正常に実行された場合、Web ブラウザで次の URL にアクセスして、FAQApp アプ
リケーションが正常に動作していることを確認できます。

http://host.domain:port/FAQApp/

次に例を示します。

http://appserv1.acme.com:7779/FAQApp/

FAQApp で、ユーザー名およびパスワードの入力を求められます。以前のリリースの Oracle 
Application Server インストールに FAQApp をデプロイした際に、アプリケーションのユー
ザーおよびロールを構成したことが想定されています。

ユーザー名に faq、パスワードに faqを入力します。図 A-2 に示す FAQApp ホームページが
表示されます。アプリケーションが表示されない場合は、ブラウザ・ウィンドウに表示されて
いるエラー・メッセージを確認してください。

エラー・メッセージに SQL またはデータベース接続についての記述がある場合は、データ・
ソース構成で問題が発生している可能性があります。A.2.3.4 項「手順 4: グループの FAQApp
データ・ソースの構成」で実行した手順を確認してください。データ・ソースが有効であるこ
とおよび FAQ スキーマがデータベースに存在していることを確認します。データベースへの接
続に使用したデータベース・ユーザー名に FAQ スキーマへのアクセス権が付与されていること
を確認します。
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10g リリース
B

10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）と）と）と）と

以前のリリースの相違点以前のリリースの相違点以前のリリースの相違点以前のリリースの相違点

この付録では、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）と、次のリリースの
Oracle Application Server 10g の主要な相違点について説明します。

� Oracle Application Server 10g（9.0.4）

� Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）

この章の内容は、次のとおりです。

� OracleAS Farm のかわりとしてのクラスタ・トポロジの使用

� OracleAS Cluster のかわりとしてのグループの使用

� 状態レプリケーションのためのアプリケーション・クラスタリングの使用

� admin_client.jar ユーティリティを使用した OC4J インスタンス、グループおよびクラスタ
の管理

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）での同等機能の概要

注意注意注意注意 : 10g リリース 3（10.1.3.1.0）と 10g リリース 3（10.1.3.0.0）の相違
点については、次のドキュメントを参照してください。

� 『Oracle Application Server Patchset Notes 10g Release 3 (10.1.3.1.0) 
Patch Set 1 (10.1.3.1.0)』

� 2.1.2 項「10g リリース 3（10.1.3.1.0）で導入された新機能」
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OracleAS Farm のかわりとしてのクラスタ・トポロジの使用
B.1 OracleAS Farm のかわりとしてのクラスタ・トポロジの使用のかわりとしてのクラスタ・トポロジの使用のかわりとしてのクラスタ・トポロジの使用のかわりとしてのクラスタ・トポロジの使用
以前のリリースの Oracle Application Server では、共通の OracleAS Metadata Repository が使
用されるように Oracle Application Server インスタンス群を構成できます。共通の OracleAS 
Metadata Repository を共有するインスタンスは、同じ OracleAS Farm のメンバーです。10g

（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2） Application Server Control コンソールの「ファーム」
ページから、OracleAS Farm のメンバーであるすべてのアプリケーション・サーバーを表示で
きます。ファームを管理するための基礎となるテクノロジは、Distributed Configuration 
Management（DCM）ソフトウェアによって提供されます。

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）には、OracleAS Metadata Repository ま
たは DCM ソフトウェアは含まれていません。そのため、OracleAS Farm という概念はありま
せん。かわりに、10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、Oracle Process Manager and Notification 
Server（OPMN）を介して通信できるようにアプリケーション・サーバー・インスタンスを構
成します。

2 つ以上の 10g リリース 3（10.1.3.1.0）インスタンスをこの方法で構成すると、それらのインス
タンスを 10g リリース 3（10.1.3.1.0） Application Server Control コンソールの「クラスタ・ト
ポロジ」ページから管理できます。

図 B-1 に、10g リリース 3（10.1.3.1.0）の「クラスタ・トポロジ」ページを示します。このペー
ジには、同じマルチキャスト・アドレスおよびポートを介して通信するように構成されている
2 つの Oracle Application Server インスタンスが表示されています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』のクラス
タの構成および管理に関する項を参照してください。

Application Server Control のオンライン・ヘルプのクラスタ・トポロジの
構成に関する項を参照してください。
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図図図図 B-1 Oracle Application Server 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の「クラスタ・トポロジ」ページ）の「クラスタ・トポロジ」ページ）の「クラスタ・トポロジ」ページ）の「クラスタ・トポロジ」ページ
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B.2 OracleAS Cluster のかわりとしてのグループの使用のかわりとしてのグループの使用のかわりとしてのグループの使用のかわりとしてのグループの使用
以前のリリースの Oracle Application Server では、OracleAS Cluster を作成および管理できま
す。OracleAS Cluster は、同等に構成されている J2EE and Web Cache インストールで構成され
ています。これらのインストールは、同じ OracleAS Farm の一部です。Distributed 
Configuration Management（DCM）は、クラスタ内のインスタンスの同期を保つために使用
されます。クラスタ内のインスタンスに行われた構成の変更は、クラスタ内の他のインスタン
スに自動的に適用されます。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）には、OracleAS Farm および DCM は存在しません。ただし、同じ
クラスタ・トポロジの一部である複数の Oracle Containers for J2EE（OC4J）インスタンスをグ
ループ化することはできます。OC4J インスタンスのこれらのグループは、OracleAS Cluster と
同様の方法で使用できます。

詳細は、次の項を参照してください。

� グループと OracleAS Cluster の類似点

� グループと OracleAS Cluster の相違点

B.2.1 グループとグループとグループとグループと OracleAS Cluster の類似点の類似点の類似点の類似点
OracleAS Cluster と同様に、グループを使用すると、アプリケーションを一度に 1 つ以上の
OC4J インスタンスに簡単にデプロイすることができます。

� OracleAS Cluster では、クラスタ内のインスタンスに行われた構成の変更は、クラスタ内
の他のインスタンスに自動的に伝播されます。たとえば、アプリケーションをクラスタ内
の 1 つのインスタンスにデプロイすると、そのアプリケーションは他のインスタンスに自
動的にデプロイされます。

� グループでは、「グループ」ページ（図 B-2）を使用して、J2EE アプリケーションをグルー
プ内のすべての OC4J インスタンスにデプロイします。「グループ」ページは、「クラスタ・
トポロジ」ページから表示できます。

図図図図 B-2 Oracle Application Server 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の「グループ」ページ）の「グループ」ページ）の「グループ」ページ）の「グループ」ページ
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OracleAS Cluster と同様に、グループを使用すると、特定の構成の変更をグループ内のすべて
の OC4J インスタンスに実行できます。たとえば、「グループ」ページの「管理」タブ（図 B-3）
を使用すると、サーバー・プロパティの設定、JDBC データ・ソースの構成、Enterprise 
Messaging Service の構成およびクラスタ MBean ブラウザへのアクセスを実行できます。

図図図図 B-3 Oracle Application Server 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の「グループ」ページの）の「グループ」ページの）の「グループ」ページの）の「グループ」ページの

「管理」タブ「管理」タブ「管理」タブ「管理」タブ

B.2.2 グループとグループとグループとグループと OracleAS Cluster の相違点の相違点の相違点の相違点
次の項では、10g リリース 3（10.1.3.1.0）のグループと OracleAS Cluster の主要な相違点につい
て説明します。

� グループの他のメンバーには構成の変更が自動的に伝播されない

� グループ内の OC4J インスタンスが常に同じであるとはかぎらない

B.2.2.1 グループの他のメンバーには構成の変更が自動的に伝播されないグループの他のメンバーには構成の変更が自動的に伝播されないグループの他のメンバーには構成の変更が自動的に伝播されないグループの他のメンバーには構成の変更が自動的に伝播されない
OracleAS Cluster とは異なり、（OC4J インスタンスのホームページまたはコマンドラインから）
グループ内の個々の OC4J インスタンスに行われた構成の変更は、クラスタ内の他の OC4J イン
スタンスに自動的には伝播されません。

かわりに、グループ内のすべての OC4J インスタンスに構成の変更を行う場合は、「グループ」
ページから変更を行うか、または Application Server Control コンソールまたはコマンドライ
ン・ツールを使用してクラスタ内の各 OC4J インスタンスに変更を行います。

同様に、グループに新しい OC4J インスタンスを追加する場合、構成の変更はその新しいイン
スタンスに自動的には適用されません。かわりに、新しいインスタンスに必要な構成の変更を
適用するには、そのインスタンス用の OC4J ホームページまたはコマンドライン・ツールを使
用する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』のクラス
タ間の変更のレプリケートに関する項を参照してください。
10g リリース 3（10.1.3.1.0）と以前のリリースの相違点 B-5



状態レプリケーションのためのアプリケーション・クラスタリングの使用
B.2.2.2 グループ内のグループ内のグループ内のグループ内の OC4J インスタンスが常に同じであるとはかぎらないインスタンスが常に同じであるとはかぎらないインスタンスが常に同じであるとはかぎらないインスタンスが常に同じであるとはかぎらない
グループは、いくつかの点で OracleAS Cluster より柔軟に使用できます。たとえば、10g

（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）内のクラスタに OC4J インスタンスを追加した場合、そ
のインスタンスはクラスタ処理にのみ使用できます。そのインスタンスに行うすべての構成の
変更が、クラスタ内の他のインスタンスに自動的に適用されます。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、柔軟にグループ内の 1 つのみの OC4J インスタンスにアプリ
ケーションをデプロイしたり、グループ内の他のインスタンスに影響を与えずに特定のインス
タンスの属性を調整することができます。

ただし、グループの特定のメンバーに変更を行い、別のメンバーには行わなかった場合、グ
ループに対して行う一部の処理が、特定のインスタンスでは正常に実行され、別のインスタン
スでは正常に実行されない可能性があることに注意してください。

また、OracleAS Cluster とは異なり、グループに対して実行する処理は、その処理の実行時に
起動および実行されていないグループ内の OC4J インスタンスには影響しません。

B.3 状態レプリケーションのためのアプリケーション・クラスタ状態レプリケーションのためのアプリケーション・クラスタ状態レプリケーションのためのアプリケーション・クラスタ状態レプリケーションのためのアプリケーション・クラスタ
リングの使用リングの使用リングの使用リングの使用

クラスタおよびグループに加えて、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で
は、アプリケーション・クラスタリングという概念が導入されています。アプリケーション・
クラスタリングによって、クラスタ・トポロジ内のアプリケーションの状態レプリケーション
およびロード・バランシングが提供されます。

次の項で、詳細を説明します。

� サポートされなくなったクラスタリングの機能および概念

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）アプリケーション・クラスタリングについて

B.3.1 サポートされなくなったクラスタリングの機能および概念サポートされなくなったクラスタリングの機能および概念サポートされなくなったクラスタリングの機能および概念サポートされなくなったクラスタリングの機能および概念
アプリケーション・クラスタリングは、アプリケーションの状態をレプリケートする場合の単
純でより効率的な方法を提供します。10g リリース 3（10.1.3.0.0）および 10g リリース 3

（10.1.3.1.0）でサポートされなくなった次の概念および機能のかわりに使用できます。

� アイランド

以前のリリースでは、アイランドが、HTTP セッション・データがレプリケートされるク
ラスタ内の OC4J インスタンスのグループでした。アイランドを使用した場合、データを
クラスタ全体にはレプリケートしないことでオーバーヘッドは減少しましたが、構成およ
び管理のオーバーヘッドは増加しました。また、アイランドは、Web アプリケーションに
のみ適用可能で、EJB アプリケーションではアイランド構成は使用できませんでした。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、アプリケーション・クラスタリングを使用して HTTP
セッション・データをレプリケートします。アプリケーション・クラスタリングは、アプ
リケーションのデプロイ中またはデプロイ後に Application Server Control コンソールを使
用して構成できます。

� loadbalancer.jar

以前のリリースの OC4J でロード・バランシング機能を提供していた loadbalancer.jar
ファイルは、以前のリリースの OC4J で非推奨となり、現在のリリースでは削除されてい
ます。

� 非推奨のクラスタリング固有の XML 要素

次の XML 要素は、10g リリース 3（10.1.3）の OC4J では非推奨となり、構成クラスタリン
グに使用できなくなりました。現在は、すべてのクラスタ管理に新しい <cluster>要素
が使用されます。

– server.xml内の <cluster-config>要素

– *-web-site.xml構成ファイル内の <web-site>要素の cluster-island属性
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admin_client.jar ユーティリティを使用した OC4J インスタンス、グループおよびクラスタの管理
B.3.2 10gリリースリリースリリースリリース3（（（（10.1.3.1.0）アプリケーション・クラスタリングについて）アプリケーション・クラスタリングについて）アプリケーション・クラスタリングについて）アプリケーション・クラスタリングについて
10g リリース 3（10.1.3.1.0）のクラスタでは、クラスタにデプロイされているアプリケーション
から選択したアプリケーションにクラスタリングを構成できます。アプリケーション・クラス
タリングには、次の機能があります。

� OC4J インスタンス内のデフォルトのアプリケーションにクラスタリングを構成して、特定
のアプリケーションに対して、またはグローバルにクラスタリングを構成できます。 

デフォルトのアプリケーションのクラスタリング特性は、インスタンスにデプロイされて
いる他のアプリケーションに自動的に継承されます。

� アプリケーションのクラスタリングは、アプリケーションのデプロイ時またはデプロイ後
に構成できます。

� 次のレプリケーション方法から選択できます。

– peer-to-peer レプリケーション

– マルチキャスト・レプリケーション

– データベース・レプリケーション

B.4 admin_client.jarユーティリティを使用したユーティリティを使用したユーティリティを使用したユーティリティを使用したOC4Jインスタンス、インスタンス、インスタンス、インスタンス、
グループおよびクラスタの管理グループおよびクラスタの管理グループおよびクラスタの管理グループおよびクラスタの管理

OC4J 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、アクティブな OC4J インスタンスに対して処理を実行
するために使用可能なコマンドライン・ユーティリティ（admin_client.jar）も提供されま
す。

多くの機能に関して、admin_client.jarユーティリティは、10g リリース 3（10.1.3.1.0） 
OC4J サーバーのスタンドアロン構成専用に使用される admin.jarユーティリティのかわりに
使用されます。

admin.jarユーティリティとは異なり、admin_client.jarユーティリティは、スタンドア
ロンの OC4J 環境内の OC4J インスタンスのみでなく、管理された Oracle Application Server 環
境内の OC4J インスタンスの管理にも使用できます。

admin_client.jarユーティリティを使用して、次のタスクを実行できます。

� 特定のOC4Jインスタンスまたはクラスタ内のすべてのインスタンスへのアプリケーション
のデプロイ

� アプリケーションのアンデプロイ

� 変更されたクラスでのデプロイされた EJB モジュールの増分更新

� 特定のOC4Jインスタンスまたはクラスタ内のすべてのインスタンス用の新しい共有ライブ
ラリの作成

� データ・ソース、JMS キューおよびトピックの作成

� 特定の OC4J インスタンスまたはクラスタ全体での特定のアプリケーションの停止、起動ま
たは再起動

� OC4J グループの作成、削除およびメンバーシップの管理

関連項目関連項目関連項目関連項目 : サポートされているレプリケーション方法の詳細は、『Oracle 
Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の OC4J でのアプリケーショ
ン・クラスタリングに関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の
admin_client.jar の使用に関する項を参照してください。
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10g リリース 3（10.1.3.1.0）での同等機能の概要
B.5 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）での同等機能の概要）での同等機能の概要）での同等機能の概要）での同等機能の概要
表 B-1 に、いくつかの共通の Oracle Application Server 管理タスクに関して、Oracle 
Application Server 10g（9.0.4）で実行する方法と 10g リリース 2（10.1.2）で実行する方法を示
します。また、これらと同様のタスクを 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で実行する方法を示しま
す。

表表表表 B-1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）で変更された機能のサマリー）で変更された機能のサマリー）で変更された機能のサマリー）で変更された機能のサマリー

タスクまたは機能タスクまたは機能タスクまたは機能タスクまたは機能 以前のリリース以前のリリース以前のリリース以前のリリース 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0））））

Oracle Application Server イ
ンスタンスのクラスタリング

同じ OracleAS Metadata 
Repository が使用されるように

複数の Oracle Application 
Server インスタンスを構成しま

す。

これによって、OracleAS Farm
が作成されます。OracleAS 
Farm は、Application Server 
Control コンソールの「ファー

ム」ページから表示できます。

「トポロジ・ネットワーク構成」
ページを使用してクラスタを構成
するか、またはインストール中に
同等のタスクを実行します。

これによって、選択した Oracle 
Application Server インスタンス

が Application Server Control コ
ンソールの「クラスタ・トポロ
ジ」ページに表示されます。

複数の OC4J インスタンスで

の管理タスクの同時実行

OracleAS Farm 内の選択した

J2EE and Web Cache インスタ

ンスを OracleAS Cluster に追加

します。このタスクは、
Application Server Control コン

ソールの「ファーム」ページか
ら実行します。

複数の OC4J インスタンスを作成

し、それらを 1 つのグループに編

成します。

Application Server Control コン

ソールの「グループ」ページを使
用して、グループを管理し、グ
ループ内のすべての OC4J インス

タンスに対して管理タスクを実行
します。

クラスタ間でのアプリケー
ションの状態のレプリケート

OracleAS Cluster 内の OC4J プ
ロセスおよびアイランド。

アプリケーション・クラスタリン
グ。デプロイ時またはデプロイ後
に Application Server Control コ
ンソールから構成できます。

新しい OC4J インスタンスの

作成

Application Server Control コン

ソールの OC4J ホームページで

インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成をクリック
します。

「アプリケーション・サーバー」
ページで「OC4J インスタンスの

作成」をクリックするか、または
Oracle Application Server Oracle
ホームの binディレクトリにあ

る createinstanceコマンドを

使用します。

コマンドライン・ツールを使
用したインスタンスおよびク
ラスタの管理

次のいずれかを使用します。

� Distributed Configuration 
Management（DCM）コ

マンドライン（dcmctl）

� Oracle Process Manager 
and Notification Server

（OPMN）コマンドライン

（opmnctl）

10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、

DCM は使用できませんが、新し

い opmnctlコマンドおよび新し

い admin_client.jarユーティ

リティによって追加の管理機能が
提供されます。

OracleAS Identity 
Management の使用

Application Server Control コン

ソールの Application Server イ
ンフラストラクチャ・ページを
使用して OracleAS Identity 
Management を構成します。

Application Server Control コン

ソールの「OC4J 管理」ページで

Identity Management タスクを実

行して OracleAS Identity 
Management を構成します。
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10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）アプリケーションの再デプロイ時
C

10g（（（（9.0.4）および）および）および）および10gリリースリリースリリースリリース2（（（（10.1.2））））
アプリケーションの再デプロイ時におけるアプリケーションの再デプロイ時におけるアプリケーションの再デプロイ時におけるアプリケーションの再デプロイ時における

考慮事項考慮事項考慮事項考慮事項

Oracle Application Server 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）からアップグレードした
場合、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、最新の J2EE 1.4 テクノロジ
および Application Program Interface（API）がサポートされます。これらの新しい機能を使用
すると、最新の J2EE 機能を利用する J2EE アプリケーションをデプロイできます。

この章では、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）に Oracle Application 
Server 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）アプリケーションをデプロイする前に考慮
する必要がある重要な事項について説明します。

これらの機能の多くは Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）で導入されました
が、10g リリース 3（10.1.3.1.0）にも適用されていることに注意してください。

この章の内容は、次のとおりです。

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）へのアプリケーションの再デプロイの概要

� 一般的な考慮事項

� データ・ソースに関する考慮事項

� Web サービスに関する考慮事項

� Java Messaging Service（JMS）に関する考慮事項

� Java Transaction API（JTA）に関する考慮事項

� Remote Method Invocation（RMI）に関する考慮事項

� Java Naming and Directory Interface（JNDI）に関する考慮事項

� セキュリティに関する考慮事項

� Oracle TopLink および EJB に関する考慮事項
における考慮事項 C-1



10g リリース 3（10.1.3.1.0）へのアプリケーションの再デプロイの概要
C.1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）へのアプリケーションの再デプ）へのアプリケーションの再デプ）へのアプリケーションの再デプ）へのアプリケーションの再デプ
ロイの概要ロイの概要ロイの概要ロイの概要

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、J2EE Application Deployment API
（JSR-88）に記載されている機能がサポートされています。J2EE Application Deployment API
（JSR-88）には、J2EE アプリケーションおよびモジュールを J2EE 互換環境に構成およびデプロ
イするための標準 API が定義されています。

具体的には、OC4J の JSR-88 準拠の機能によって次のことを実行できます。

� デプロイ直後にアプリケーションを起動し、クライアントで使用可能にすること

� アプリケーションを停止し、クライアントで使用不可にすること

� アプリケーションまたはモジュールをアンデプロイすること

� アプリケーションまたはモジュールを再デプロイし、現在インストールされているアプリ
ケーションを更新されたリリースで更新すること

� OC4J にコンポーネントをデプロイするために必要な集約された OC4J 固有の構成データが
含まれているデプロイ計画を作成すること 

アプリケーションをデプロイするには、次の 2 つの管理ツールのいずれかを使用します。

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で提供される新しい Application Server Control コンソール

� admin_client.jarコマンドライン・ユーティリティ（10g リリース 3（10.1.3.1.0）での
新機能）

10g リリース 3（10.1.3.1.0）への J2EE アプリケーションのデプロイの詳細は、『Oracle 
Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』を参照してください。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）へのアップグレードおよび 10g リリース 3（10.1.3.1.0）への
FAQApp サンプル・アプリケーションの再デプロイの手順ごとの例は、付録 A「手順ごとの
アップグレード例」を参照してください。

C.2 一般的な考慮事項一般的な考慮事項一般的な考慮事項一般的な考慮事項
次の項では、10g リリース 3（10.1.3.1.0）にアプリケーションを再デプロイする前に考慮する必
要がある一般的な情報を示します。

� クラスのロードおよび共有ライブラリ・サポート

� JavaServer Pages（JSP）標準タグ・ライブラリ（JSTL）の新しい場所

� Oracle JSP Markup Language（JML）タグ・ライブラリのサポート終了

� 新しい OC4J インスタンスには http-web-site が含まれない

関連項目関連項目関連項目関連項目 : OC4J での JSR-88 の実装の詳細は、『Oracle Containers for 
J2EE デプロイメント・ガイド』のデプロイ・プランでの使用に関する項を
参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 管理者ガイド』の管理ツールの
概要

関連項目関連項目関連項目関連項目 : B.4 項「admin_client.jar ユーティリティを使用した OC4J イ
ンスタンス、グループおよびクラスタの管理」
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一般的な考慮事項
C.2.1 クラスのロードおよび共有ライブラリ・サポートクラスのロードおよび共有ライブラリ・サポートクラスのロードおよび共有ライブラリ・サポートクラスのロードおよび共有ライブラリ・サポート
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）では、クラスのロードおよび共有ライブ
ラリ・サポートが大幅に改善されました。これらの改善は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）でも使
用できます。

これらの新しい機能の使用方法の詳細は、『Oracle Containers for J2EE 開発者ガイド』の OC4J
クラスのロード・フレームワークの使用方法に関する章を参照してください。

『Oracle Containers for J2EE 開発者ガイド』のこの章では、新しいクラスのロード・フレーム
ワークの概要、共有ライブラリの使用方法、およびクラスのロードのベスト・プラクティスお
よびトラブルシューティング情報が示されています。

C.2.2 JavaServer Pages（（（（JSP）標準タグ・ライブラリ（）標準タグ・ライブラリ（）標準タグ・ライブラリ（）標準タグ・ライブラリ（JSTL）の新しい場所）の新しい場所）の新しい場所）の新しい場所
以前のリリースの Oracle Application Server では、JavaServer Pages（JSP）標準タグ・ライブ
ラリを OC4J インスタンスの一部として自動的に使用できました。ただし、多くの場合、アプ
リケーション開発者は、カスタム・タグ・ライブラリまたは新しいリリースのタグ・ライブラ
リを含める必要があります。以前のリリースの OC4J では、パッケージ済のライブラリ以外の
カスタム・タグ・ライブラリを含めると、エラーが発生する可能性がありました。

このため、現在、10g リリース 3（10.1.3.0.0）および 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、タグ・
ライブラリ（standard.jarおよび jstl.jar）は Oracle Application Server Oracle ホームの
新しい場所にインストールされます。アプリケーションがこれらのライブラリに依存している
場合は、そのアプリケーションの EAR ファイルの WEB-INF/libディレクトリにこれらのタ
グ・ライブラリを含める必要があります。

具体的には、現在、これらのライブラリは次のディレクトリにインストールされます。10g リ
リース 3（10.1.3.1.0）にアプリケーションをデプロイする前に、この場所からこれらのライブ
ラリをコピーしてアプリケーションに含めることができます。

1013_ORACLE_HOME/j2ee/home/default-web-app/WEB-INF/lib

C.2.3 Oracle JSP Markup Language（（（（JML）タグ・ライブラリのサポート終了）タグ・ライブラリのサポート終了）タグ・ライブラリのサポート終了）タグ・ライブラリのサポート終了
Oracle JSP Markup Language（JML）タグ・ライブラリは、Oracle Application Server 10g リ
リース 3（10.1.3.0.0）で公式にサポートされなくなりました。これは、10g リリース 3

（10.1.3.1.0）にも適用されます。

開発には、JavaServer Pages 標準タグ・ライブラリ（JSTL）で提供されているタグを使用する
ことをお薦めします。JSTL では、標準実装で同様の機能が提供されます。

詳細は、『Oracle Containers for J2EE JavaServer Pages 開発者ガイド』の第 2 章「JavaServer 
Pages 標準タグ・ライブラリのサポート」を参照してください。

C.2.4 新しい新しい新しい新しい OC4J インスタンスにはインスタンスにはインスタンスにはインスタンスには http-web-site が含まれないが含まれないが含まれないが含まれない
以前のリリースの Oracle Containers for J2EE では、新しく作成した OC4J インスタンスには、
事前定義された Web サイト（http-web-site）が含まれました。10g リリース 3（10.1.3.0.0）
および 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、http-web-siteは削除されました。

そのため、以前に http-web-siteにバインドするように構成されたアプリケーションをデプ
ロイする場合は、アプリケーションを変更して新しい default-web-siteにバインドするか、
または OC4J インスタンス用の新しい Web サイト（http-web-site）を作成します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE JSP タグ・ライブラリおよびユー
ティリティ・リファレンス』の JavaServer Pages 標準タグ・ライブラリの
サポートに関する項を参照してください。
10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）アプリケーションの再デプロイ時における考慮事項 C-3



データ・ソースに関する考慮事項
default-web-siteの構成ファイルは、10g リリース 3（10.1.3.1.0）Oracle ホーム内の次の場
所に格納されています。

UNIX Systems の場合 :

ORACLE_HOME/j2ee/OC4J_instance/config/default-web-site.xml

Windows Systems の場合 :

ORACLE_HOME¥j2ee¥OC4J_instance¥config¥default-web-site.xml

この例で、OC4J_instance には、OC4J インスタンスの名前を指定します。

C.3 データ・ソースに関する考慮事項データ・ソースに関する考慮事項データ・ソースに関する考慮事項データ・ソースに関する考慮事項
次の項では、10g リリース 3（10.1.3.1.0）でのデータ・ソースの使用方法について説明します。

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）でのデータ・ソースの新機能

� 新しい 10g リリース 3（10.1.3.1.0）形式への data-sources.xml の変換

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）での Oracle JDBC-OCI ドライバの使用

C.3.1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）でのデータ・ソースの新機能）でのデータ・ソースの新機能）でのデータ・ソースの新機能）でのデータ・ソースの新機能
次の OC4J データ・ソースの機能と動作は 10g リリース 3（10.1.3.0.0）で導入され、10g リリー
ス 3（10.1.3.1.0）でも使用できます。

� データ・ソースの構成は、Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コン
ソールで完全に実行できます。

� OC4J データ・ソースのタイプは、マネージド・データ・ソースマネージド・データ・ソースマネージド・データ・ソースマネージド・データ・ソースおよびネイティブ・デーネイティブ・デーネイティブ・デーネイティブ・デー
タ・ソースタ・ソースタ・ソースタ・ソースであり、これは、エミュレーティッド・データ・ソース、非エミュレーティッ
ド・データ・ソースおよびネイティブ・データ・ソースにかわるものです。

� 新しい接続キャッシュ・メカニズムは、Oracle データ・ソース間で均一で、統合された
Real Application Clusters（RAC）フェイルオーバーをサポートしています。

C.3.2 新しい新しい新しい新しい 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）形式への）形式への）形式への）形式への data-sources.xml の変換の変換の変換の変換
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）では、data-sources.xmlファイルの
新しい形式が導入されました。このファイルに、アプリケーション、OC4J インスタンスまたは
グループのデータ・ソースが定義されています。この変更は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）にも
適用されます。

既存の data-source.xmlファイルも使用できます。OC4J では、実行時にデータ・ソースが
新しい形式に変換されます。ただし、以前の形式の data-sources.xmlファイルが含まれて
いる EAR ファイルをデプロイする場合、OC4J では、ディスクに解凍された
data-sources.xmlファイルが変換されることに注意してください。EAR ファイルに含まれ
ている data-sources.xmlファイルは変更されません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の OC4J
の新機能と変更点に関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』のデータ・
ソースに関する項を参照してください。

Application Server Control オンライン・ヘルプのデータ・ソースおよび
JDBC 接続プールの管理に関する項を参照してください。
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Web サービスに関する考慮事項
Application Server Control コンソールを使用して OC4J データ・ソースを作成または変更する
と、Application Server Control によって、新しい形式で更新が data-sources.xmlに保存さ
れることに注意してください。

また、スタンドアロンの OC4J を使用している場合は、admin.jarユーティリティを使用して
data-sources.xmlファイルを新しい形式に変換できます。

詳細は、『Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド』の新しい構成への既存のデータ・
ソースの変換に関する項を参照してください。

C.3.3 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）での）での）での）での Oracle JDBC-OCI ドライバの使用ドライバの使用ドライバの使用ドライバの使用
既存のアプリケーションで Oracle JDBC Oracle Call Interface（OCI）ドライバを使用する場合
は、構成およびアップグレードの要件について、『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイ
ド』の Oracle JDBC ドライバに関する項を参照してください。

C.4 Web サービスに関する考慮事項サービスに関する考慮事項サービスに関する考慮事項サービスに関する考慮事項
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）には、下位互換性のために、10g リリー
ス 2（10.1.2）Web サービスの実行に必要な基礎となるソフトウェアが含まれています。そのた
め、Oracle Application Server 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）で実行するために設
計およびパッケージされた Web サービスを、リリース 3 で変更を行わずに使用できます。

ただし、10g リリース 3（10.1.3.1.0）用の Web サービスを再作成すると大きなメリットがあり
ます。10g リリース 3（10.1.3.1.0）用の Web サービスの作成の詳細は、『Oracle Application 
Server Web Services 開発者ガイド』を参照してください。

また、10g リリース 3（10.1.3.1.0）を使用して、10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）に
対して初期作成された Web サービスを再作成する場合の考慮事項については、次の項を参照し
てください。

� 新しい Web Services Assembler（wsa.jar）

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）での Java クラスからの Web サービスのアセンブル

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）でのデータベース Web サービスの開発

� 既存の WSDL ファイルからの Web サービスのアセンブル

C.4.1 新しい新しい新しい新しい Web Services Assembler（（（（wsa.jar））））
10g リリース 3（10.1.3.1.0）用の Web サービスを再作成する場合、10g リリース 3（10.1.3.1.0）
用の Web Services Assembler ツールは、現在 wsa.jarと呼ばれ、以前のリリースで使用され
た Web Services Assembler ツール（WebServicesAssembler.jar）と互換性がないことに注
意してください。wsa.jarで作成された Web サービスおよびクライアントは、
WebServicesAssembler.jarで作成された Web サービスとは異なり、互換性がありません。

注意注意注意注意 : admin.jarユーティリティは、スタンドアロンの OC4J インス
トールで単一の OC4J インスタンスを管理する場合にのみ使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Web Services 開発者ガイド』の
WebServicesAssembler の使用に関する項を参照してください。
10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）アプリケーションの再デプロイ時における考慮事項 C-5



Web サービスに関する考慮事項
C.4.2 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）での）での）での）での Java クラスからのクラスからのクラスからのクラスからの Web サービスのサービスのサービスのサービスの
アセンブルアセンブルアセンブルアセンブル

Oracle Application Server 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の Java クラスに基づい
て Web サービスを作成した場合でも、10g リリース 3（10.1.3.1.0）で使用可能な新しい Web 
Services Assembler（wsa.jar）を使用して同じ処理を実行できます。ただし、次のことに注
意する必要があります。

� 10g リリース 2（10.1.2）では、インタフェースを指定せずに単独でクラスを公開できまし
た。10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、インタフェース（具体的には、サービス・エンドポ
イント・インタフェース）を指定してクラスを公開する必要があります。

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、ネイティブにサポートされる Java データ型が変更されて
います。サポートされるデータ型のリストは、次の URL で入手可能な JAX-RPC 1.1 仕様を
参照してください。

http://java.sun.com/xml/jaxrpc/index.jsp

C.4.3 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）でのデータベース）でのデータベース）でのデータベース）でのデータベース Web サービスの開発サービスの開発サービスの開発サービスの開発
Oracle Application Server 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）でデータベース Web
サービスを作成した場合でも、10g リリース 3（10.1.3.1.0）で使用可能な新しい Web Services 
Assembler（wsa.jar）を使用して同じ処理を実行できます。

ただし、データベース Web サービスは、10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）の場合、
常に RPC エンコードされたメッセージ形式を使用して作成されたことに注意してください。
10g リリース 3（10.1.3.1.0）の場合、デフォルトでは、ドキュメント・リテラル・メッセージ形
式を使用して作成されます。

そのため、RPC エンコードされたメッセージ形式を 10g リリース 3（10.1.3.1.0）データベース
Web サービスの作成時に使用すると、その Web サービスには、10g リリース 3（10.1.3.1.0）と
以前のリリースの Oracle Application Server Web サービス・クライアント間での互換性がなく
なります。

具体的には、10g リリース 3（10.1.3.1.0）で生成されたデータベース Web サービスに対して、
10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）で生成されたデータベース Web サービス用に作成
した Web サービス・クライアントを使用しようとすると障害が発生します。これは、PL/SQL
構造が同じ場合でも当てはまります。

この障害が発生する理由の 1 つとして、SQL のコレクション型が、10g（9.0.4）および 10g リ
リース 2（10.1.2）で単一の配列プロパティを持つ複合型にマップされたことが考えられます。
10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、配列に直接マップされます。

Web サービス・クライアントを再生成する場合は、クライアント・コードをリライトする必要
があります。これは、生成されるコードで、BeanWrappingArrayではなく array[]が使用
されるためです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Web Services 開発者ガイド』の
Java クラスベースの Web サービスの作成に関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Web Services 開発者ガイド』の
Java クラスを使用した Web サービスのアセンブルするに関する項を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Web Services 開発者ガイド』のサ
ポートされているメッセージ形式に関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Web Services 開発者ガイド』の
データベース Web サービスの開発に関する項を参照してください。
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Java Messaging Service（JMS）に関する考慮事項
C.4.4 既存の既存の既存の既存の WSDL ファイルからのファイルからのファイルからのファイルからの Web サービスのアセンブルサービスのアセンブルサービスのアセンブルサービスのアセンブル
10g リリース 2（10.1.2） Web サービスの既存のクライアントがある場合に、同じコントラクト

（WSDL ファイル）を保持するには、WSDL ファイルから Web サービスをアセンブルして 10g
リリース 3（10.1.3.1.0） Web サービスを生成することで、使用していた Web サービスの実装
コードを再利用できます。これは、トップダウン方式での Web サービスの生成とも呼ばれま
す。

トップダウン方式での Web サービスのアセンブリの詳細は、『Oracle Application Server Web 
Services 開発者ガイド』の「WSDL からの Web サービスのアセンブル」を参照してください。

C.5 Java Messaging Service（（（（JMS）に関する考慮事項）に関する考慮事項）に関する考慮事項）に関する考慮事項
次の項では、JMS 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の使用方法について説明します。

� 10g リリース 3（10.1.3）の JMS サポートでの名称の変更

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で提供される JMS コネクタの使用

� Application Server Control コンソールを使用した OEMS の JMS の変更

� jms.xml 構成ファイルへの変更

� OEMS の JMS 参照に必要な JAR ファイルのリスト

� OEMS の JMS データベースのデータベース・バージョンのサポート

� OEMS JMS データベース・アプリケーションの追加のデータ・ソース要件

C.5.1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3）の）の）の）の JMS サポートでの名称の変更サポートでの名称の変更サポートでの名称の変更サポートでの名称の変更
以前のリリースでは、メモリー内およびファイルベースのデータベース永続性オプションを説
明する場合に「OracleAS JMS」および「OJMS」という用語が使用されていました。「OracleAS 
JMS」は、メモリー内およびファイルベースのオプションを指します。「OJMS」は、Streams の
アドバンスト・キューイング（AQ）に対する JMS インタフェースを指します。

今回のリリースでは、「OracleAS JMS」および「OJMS」という名称は使用されていません。か
わりに、「Oracle Enterprise Messaging Service（OEMS）の JMS」という用語が使用されていま
す。これは、3 つのメッセージ永続性オプションに対して、Oracle が単一の Java Messaging 
Service（JMS）インタフェースが提供することに対応した変更です。そのため、3 つのサービ
ス品質間でメッセージ永続性を変更する場合でも、サービス JMS アプリケーション・コードを
変更する必要はありません。

C.5.2 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）で提供される）で提供される）で提供される）で提供される JMS コネクタの使用コネクタの使用コネクタの使用コネクタの使用
次の項では、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で使用できる JMS コネク
タ・リソース・アダプタについて説明します。

� 10g リリース 3（10.1.3.1.0） JMS コネクタについて

� グローバル（XA）・トランザクションに関する考慮事項

C.5.2.1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）））） JMS コネクタについてコネクタについてコネクタについてコネクタについて
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、JMS コネクタと呼ばれる J2CA 1.5
準拠のリソース・アダプタが提供されています。このリソース・アダプタによって、OC4J 管理
アプリケーションで、JMS 1.1 または 1.02b を実装する JMS プロバイダにアクセスするための統
一されたメカニズムを持つことができます。

今回のリリースでは、そのままで使用できる OracleASjmsが提供されています。
OracleASjms は、OEMS の JMS のメモリー内およびファイルベースのオプションで使用するた
めに事前に構成されている JMS コネクタのインスタンスです。
10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）アプリケーションの再デプロイ時における考慮事項 C-7
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新しい JMS アプリケーションは、JMS コネクタを使用してデプロイすることをお薦めします。
JMS コネクタによって、10g リリース 3（10.1.3.0.0）からの新機能が提供され、10g リリース 3

（10.1.3.1.0）でも使用できます。Oracle Application Server 10g（9.0.4）および 10g リリース 2
（10.1.2）でサポートされていた独自の古い OC4J リソース・プロバイダを使用してデプロイさ
れた JMS アプリケーションも継続してサポートされますが、JMS コネクタの使用を強くお薦め
します。

C.5.2.2 グローバル（グローバル（グローバル（グローバル（XA）・トランザクションに関する考慮事項）・トランザクションに関する考慮事項）・トランザクションに関する考慮事項）・トランザクションに関する考慮事項
グローバル・トランザクションで JMS を使用する 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）
の J2EE アプリケーションを再デプロイする前に、JMS コネクタを介して OEMS の JMS のメモ
リー内およびファイルベースのオプションが使用されるように、対応するデプロイメント・
ディスクリプタを変更する必要があります。10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、OEMS の JMS
のメモリー内およびファイルベースのオプションを、JMS コネクタを使用せずにグローバル・
トランザクションで使用することはできません。

デプロイメント・ディスクリプタを変更しないで OEMS JMS のメモリー内およびファイル・
ベースのオプションを使用する場合、デプロイメント・ディスクリプタを更新できるようにな
るまでの一時的な解決方法として使用できる JMS プロパティが提供されます。

oc4j.jms.pseudoTransactionEnlistmentプロパティが TRUE に設定されると、すべて
の JMS セッション（XA および非 XA）がグローバル・トランザクションに含まれます。これ
は、J2EE 1.4 および関連仕様に対する違反です。これによって、JMS に完全に準拠する動作を
10g リリース 3（10.1.3.1.0）に実装したとしても、サポートされていない非準拠の JMS セマン
ティクスを使用する既存のアプリケーションの実行が可能なままとなります。

このフラグを有効にすると、準拠した動作を見込んでいる他の JMS アプリケーション（Oracle 
BPEL Process Manager、Oracle Enterprise Service Bus、その他の SOA アプリケーションなど）
で結果が不確実になることに注意してください。

JMS プロパティは、JMSAdministrator MBean を使用して変更できます。これは、
Application Server Control コンソールのシステム MBean ブラウザから使用できます。

C.5.3 Application Server Control コンソールを使用したコンソールを使用したコンソールを使用したコンソールを使用した OEMS のののの JMS の変更の変更の変更の変更
10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）の Application Server Control コンソールとは異な
り、10g リリース 3（10.1.3.1.0）Application Server Control コンソールを使用して、OC4J で提
供される OEMS のメモリー内およびファイルベースのリソース・プロバイダを管理できます。
たとえば、Application Server Control を使用して、接続ファクトリと接続先の作成および
OEMS の特定の構成プロパティの変更を行うことができます。

Application Server Control コンソールでは、OEMS の JMS のメモリー内およびファイルベース
のリソース・プロバイダは、引き続き、OracleAS JMS Provider と呼ばれていることに注意して
ください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』の「Java 
Message Service（JMS）」の JMS コネクタに関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Application Server Control のオンライン・ヘルプの MBean
ブラウザに関する項を参照してください。

『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』の JMS 構成プロパティに
関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Application Server Control オンライン・ヘルプの OracleAS 
JMS Provider の管理に関する項を参照してください。
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C.5.4 jms.xml 構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更構成ファイルへの変更
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）では、最新のスキーマに準拠するよう
に、jms.xml構成ファイルの要素が追加され、jms.xmlファイルの形式も変更されました。
これらの変更は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）にも適用されます。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）に JMS アプリケーションを再デプロイすると、Oracle Application 
Server によって、新しい構成ファイル形式が使用され、追加のキューが存在していない場合は
追加されるように jms.xmlファイルが自動的にリライトされます。

具体的には、Oracle Application Server によって、スケジューラおよびルーターで必要な
キューが複数、デモンストレーション用に追加されるキューが 1 つ追加されます。更新された
jms.xmlファイルに定義される新しいキューは次のとおりです。

� jms/RAExceptionQueue

� jms/events

� jms/jobstore

� jms/notifications

C.5.5 OEMS のののの JMS 参照に必要な参照に必要な参照に必要な参照に必要な JAR ファイルのリストファイルのリストファイルのリストファイルのリスト
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）に JMS アプリケーションを再デプロイす
る場合は、次のことに注意してください。

OEMS JMS のメモリー内およびファイルベースのオプションをアプリケーション・クライアン
トから直接使用する場合、クラスパスに含める必要がある JAR ファイルについては、『Oracle 
Containers for J2EE サービス・ガイド』の OEMS JMS のメモリー内およびファイルベースの直
接ルックアップを使用するアプリケーション・クライアントに必要なクラス・パスに関する項
を参照してください。

OEMS JMS の「データベース」オプションをアプリケーション・クライアントから直接使用す
る場合、クラスパスに含める必要がある JAR ファイルについては、『Oracle Containers for J2EE
サービス・ガイド』の OEMS JMS のデータベースの直接ルックアップを使用するアプリケー
ション・クライアントに必要なクラス・パスに関する項を参照してください。

C.5.6 OEMS のののの JMS データベースのデータベース・バージョンのサポートデータベースのデータベース・バージョンのサポートデータベースのデータベース・バージョンのサポートデータベースのデータベース・バージョンのサポート
OJMS クライアントが OC4J で実行されている場合に Oracle Application Server で使用する
Oracle データベースのバージョンについては、『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』
の OEMS の JMS データベース認証マトリックスに関する項を参照してください。

C.5.7 OEMS JMS データベース・アプリケーションの追加のデータ・ソースデータベース・アプリケーションの追加のデータ・ソースデータベース・アプリケーションの追加のデータ・ソースデータベース・アプリケーションの追加のデータ・ソース
要件要件要件要件

Oracle Application Server 10g リリース（10.1.3）に OEMS JMS データベース・アプリケーショ
ンをデプロイする場合は、data-sources.xml ファイルの manage-local-transactions 属性が false
に設定されていることを確認する必要があることに注意してください。

次の例は、OEMS JMS データベース・アプリケーションに必要な属性が設定されている
data-sources.xml ファイルの managed-data-source 要素を示しています。

<managed-data-source name="OracleDS" connection-pool-name="Example
Connection Pool" jndi-name="jdbc/OracleDS" *manage-local-transactions="false"*/>.

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』の構成要素に
関する項を参照してください。
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C.6 Java Transaction API（（（（JTA）に関する考慮事項）に関する考慮事項）に関する考慮事項）に関する考慮事項
Java Transaction API（JTA）は、J2EE 環境でグローバル（分散）・トランザクションのサポー
トを提供するために Sun 社で開発された仕様です。グローバル・トランザクションでは、デー
タベース、メッセージ・キューなどの複数のエンタープライズ・システムが 1 つの作業単位に
統合されます。JTA によって、Open Group Distributed Transaction Processing モデルに基づく
仕様が Java 環境にマップされます。

次の項では、10g リリース 3（10.1.3.0.0）での OC4J JTA のサポートに対する主要な変更につい
て説明します。これらの変更は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）にも適用されます。これらの項
は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）に 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の既存の J2EE
アプリケーションをデプロイする前に参照してください。

� データベース・トランザクション・コーディネータに代わる新しい中間層 2 フェーズ・
コミット（2PC）・コーディネータの使用

� トランザクション伝播の新規サポート

C.6.1 データベース・トランザクション・コーディネータに代わる新しいデータベース・トランザクション・コーディネータに代わる新しいデータベース・トランザクション・コーディネータに代わる新しいデータベース・トランザクション・コーディネータに代わる新しい
中間層中間層中間層中間層 2 フェーズ・コミット（フェーズ・コミット（フェーズ・コミット（フェーズ・コミット（2PC）・コーディネータの使用）・コーディネータの使用）・コーディネータの使用）・コーディネータの使用

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）では、Oracle の XA 互換リソースのみで
なく、すべての XA 互換リソースがサポートされている中間層 2 フェーズ・コミット（2PC）・
コーディネータが導入されました。この機能は、「異機種間中間層コーディネータ」と呼ばれ、
10g リリース 3（10.1.3.1.0）でも使用できます。

そのため、非推奨のデータベース内 2 フェーズ・コミット・コーディネータではなく、この新
しい 2PC コーディネータを使用することをお薦めします。

C.6.2 トランザクション伝播の新規サポートトランザクション伝播の新規サポートトランザクション伝播の新規サポートトランザクション伝播の新規サポート
OC4J 10g リリース 3（10.1.3.0.0）では、JTA トランザクション伝播が導入されました。トラン
ザクション・コンテキストの伝播によって、1 つのグローバル・トランザクションに複数の
OC4J インスタンスが参加できるようになります。この機能は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）で
も使用できます。

以前のリリースの Oracle Application Server では、トランザクション伝播はサポートされてい
ませんでした。そのため、トランザクション伝播がサポートされている OC4J インスタンスに
よって、トランザクション伝播がサポートされていない以前のリリースの OC4J にデプロイさ
れている Bean に対して Remote Method Invocation を行っても、トランザクション・コンテキ
ストは伝播されません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』の OC4J トラ
ンザクションのサポートに関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』の中間層 2
フェーズ・コミット（2PC）・コーディネータに関する項を参照してくださ
い。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』の ORMI を
介した OC4J プロセス間のトランザクション伝播に関する項を参照してく
ださい。
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C.7 Remote Method Invocation（（（（RMI）に関する考慮事項）に関する考慮事項）に関する考慮事項）に関する考慮事項
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）では、OC4J Remote Method Invocation

（RMI）の実装に対していくつかの新機能の導入と変更がありました。これらの変更は、10g リ
リース 3（10.1.3.1.0）でもサポートされます。詳細は、次の項を参照してください。

� 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）用の互換性パッチの適用

� ORMI リクエスト・ロード・バランシングを構成するための新しいシステム・プロパティ

� HTTP を介した ORMI トンネリングの新しい実装

� RMIS および SSL を使用したセキュアな接続の構成

C.7.1 10g（（（（9.0.4）および）および）および）および 10g リリースリリースリリースリリース 2（（（（10.1.2）用の互換性パッチの適用）用の互換性パッチの適用）用の互換性パッチの適用）用の互換性パッチの適用
起動を実行するオブジェクトと起動対象のオブジェクトが異なるリリースの OC4J で実行され
ている場合に ORMI を使用してリモート・オブジェクトでメソッドを起動するには、古いリ
リースにパッチをインストールする必要があります。これは、新しいリリースが 10g リリース
3（10.1.3.1.0）で、古いリリースが 10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）の場合に当ては
まります。

詳細は、『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』の 10g（9.0.4.x）および 10g リリース
2（10.1.2.x）用の互換性パッチに関する項を参照してください。

C.7.2 ORMI リクエスト・ロード・バランシングを構成するための新しいリクエスト・ロード・バランシングを構成するための新しいリクエスト・ロード・バランシングを構成するための新しいリクエスト・ロード・バランシングを構成するための新しい
システム・プロパティシステム・プロパティシステム・プロパティシステム・プロパティ

Oracle Application Server 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）では、同じプロセス内の
2 つ以上のクライアントで InitialContextを取得した場合、各クライアントで共有コンテキ
ストのかわりに、独自の InitialContextが取得されるように dedicated.connectionま
たは dedicated.rmicontextプロパティを使用できました。各クライアントに独自の
InitialContextが含まれていた場合、それらのクライアントに対してロード・バランシング
を実行できました。

これらのプロパティは、10g リリース 3（10.1.3.1.0）では非推奨です。かわりに、新しい
oracle.j2ee.rmi.loadBalanceシステム・プロパティを使用して、アプリケーション・ク
ラスタにロード・バランシングを指定する必要があります。このプロパティは、クライアント
の jndi.propertiesファイルまたはクライアント・コード内の Hashtable で設定できます。
このプロパティの値は次のとおりです。

� client: クライアントは、最初の参照時に初期選択された OC4J プロセスと交信します
（これがデフォルトの設定です）。

� context: クライアントは、個別のコンテキストが使用されている場合、新しいサーバー
に移動します（これは、非推奨の dedicated.rmicontextプロパティに類似していま
す）。

� lookup: クライアントは、リクエストごとに（ランダムに選択された）新しいサーバーに
移動します。

C.7.3 HTTP を介したを介したを介したを介した ORMI トンネリングの新しい実装トンネリングの新しい実装トンネリングの新しい実装トンネリングの新しい実装
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）では、HTTP を介した ORMI トンネリン
グの新しい実装が導入されました。これは、10g リリース 3（10.1.3.1.0）にも適用されます。詳
細は、『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』の HTTP を介した ORMI トンネリング
の構成に関する項を参照してください。
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C.7.4 RMIS およびおよびおよびおよび SSL を使用したセキュアな接続の構成を使用したセキュアな接続の構成を使用したセキュアな接続の構成を使用したセキュアな接続の構成
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、RMI 接続に対して Secure Socket 
Layer（SSL）を使用できます。OC4J インスタンスに RMIS を構成する方法の詳細は、『Oracle 
Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』を参照してください。

デプロイしたアプリケーションの RMI 接続を保護することに加えて、管理 OC4J インスタンス
（Application Server Control コンソールのデプロイに使用される）と管理している他の OC4J イ
ンスタンス間の RMI 管理接続を保護することもできます。詳細は、『Oracle Application Server
管理者ガイド』の Application Server Control コンソールのセキュリティの構成に関する項を参
照してください。

C.8 Java Naming and Directory Interface（（（（JNDI）に関する考慮事項）に関する考慮事項）に関する考慮事項）に関する考慮事項
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）では、いくつかの新機能の導入と変更が
JNDI に対して行われました。これらの変更は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）にも適用されます。
JNDI の新しい機能および変更された機能の完全なリストは、『Oracle Containers for J2EE サー
ビス・ガイド』の Oracle JNDI に関する項を参照してください。

特に、10g リリース 3（10.1.3.1.0）に J2EE アプリケーションをデプロイする前に、次の項を参
照してください。

� JNDI の初期コンテキスト・ファクトリの新しいパッケージ名

� Application Server Control コンソールで現在使用可能な JNDI 関連の MBean

� アプリケーション間の JNDI 参照の実行

� Application Server Control コンソールでの JNDI コンテキストの参照

C.8.1 JNDI の初期コンテキスト・ファクトリの新しいパッケージ名の初期コンテキスト・ファクトリの新しいパッケージ名の初期コンテキスト・ファクトリの新しいパッケージ名の初期コンテキスト・ファクトリの新しいパッケージ名
Oracle Application Server 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）での、OC4J の初期コン
テキスト・ファクトリに対するパッケージ名は非推奨です。将来のリリースではサポートされ
なくなります。具体的には、次のコンテキスト・ファクトリが非推奨です。

com.evermind.server.rmi.RMIInitialContextFactory
com.evermind.server.ApplicationClientInitialContextFactory
com.oracle.iiop.server.IIOPInitialContextFactory

かわりに、java.naming.factory.initialプロパティの使用時に、次の設定を使用する必
要があります。

oracle.j2ee.rmi.RMIInitialContextFactory
oracle.j2ee.naming.ApplicationClientInitialContextFactory
oracle.j2ee.iiop.IIOPInitialContextFactory

C.8.2 Application Server Control コンソールで現在使用可能なコンソールで現在使用可能なコンソールで現在使用可能なコンソールで現在使用可能な JNDI 関連の関連の関連の関連の MBean
次の JNDI 関連の MBean は、現在 OC4J に登録されていて、Application Server Control コン
ソールの MBean ブラウザ内で使用できます。

� JNDIResource

� JNDINamespace

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』の初期コンテ
キストに関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Application Server Control のオンライン・ヘルプの MBean
ブラウザに関する項を参照してください。
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C.8.3 アプリケーション間のアプリケーション間のアプリケーション間のアプリケーション間の JNDI 参照の実行参照の実行参照の実行参照の実行
現在、アプリケーション間の参照が実行されるように JNDI を構成できます。これは、デフォ
ルトの動作と対照的です。デフォルトの動作では、アプリケーション内の参照は、現行のアプ
リケーションの名前空間内で実行できるようにバインドされています。

グローバル参照を適切に動作させるには、参照しようとするアプリケーションのクラスパスに
ターゲット・アプリケーションのクラスが含まれている必要があります。

C.8.4 Application Server Control コンソールでのコンソールでのコンソールでのコンソールでの JNDI コンテキストの参照コンテキストの参照コンテキストの参照コンテキストの参照
10g リリース 3（10.1.3.1.0）Application Server Control コンソールを使用して、選択したアプ
リケーションの JNDI コンテキストを参照できます。

JNDI コンテキストを参照するには、Application Server Control コンソールの「OC4J 管理」
ページで「「「「JNDI ブラウザ」ブラウザ」ブラウザ」ブラウザ」タスクを選択します。

C.9 セキュリティに関する考慮事項セキュリティに関する考慮事項セキュリティに関する考慮事項セキュリティに関する考慮事項
10g リリース 3（10.1.3.1.0）にデプロイする J2EE アプリケーションへのセキュリティの提供方
法については、次の項を参照してください。

� 10g リリース 3（10.1.3.0.0）および 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の OC4J セキュリティでの
重要な変更のリスト

� principals.xml の新しい JAAS セキュリティ・モデルへの変換

� セキュリティ・プロバイダとしての Oracle Internet Directory の使用

� 新しい DBTableOraDataSourceLoginModule OC4J ログイン・モジュール

� 新しいデフォルトの OC4J 管理ユーザーおよびロール

C.9.1 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.0.0）および）および）および）および 10g リリースリリースリリースリリース 3（（（（10.1.3.1.0）の）の）の）の OC4J
セキュリティでの重要な変更のリストセキュリティでの重要な変更のリストセキュリティでの重要な変更のリストセキュリティでの重要な変更のリスト

Oracle Application Server および Oracle Containers for J2EE のセキュリティ機能は、Oracle 
Application Server 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）以降に大幅に更新されました。
10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、追加の変更が実装されました。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）にアプリケーションを再デプロイする前に、アプリケーションのデ
プロイに影響する可能性のあるセキュリティの変更について、OC4J のセキュリティ機能に対す
る変更点を確認してください。

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.0.0）および 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で行
われたセキュリティの変更の詳細は、『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』を参
照してください。

次の項では、10g リリース 3（10.1.3.0.0）および 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で行われた大幅な
変更の概要を示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』のデプロイの
ための JNDI の構成に関する項を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Application Server Control のオンライン・ヘルプの OC4J イ
ンスタンスの JNDI 名前空間の参照に関する項を参照してください。
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C.9.1.1 リリースリリースリリースリリース 10.1.3.1 での変更での変更での変更での変更
この項では、OC4J 10.1.3.1 実装に対する変更および更新された非推奨情報について説明します。
C.9.1.1 項「リリース 10.1.3.1 での変更」に続く項も参照してください。

C.9.1.1.1 注意する必要がある変更および追加注意する必要がある変更および追加注意する必要がある変更および追加注意する必要がある変更および追加  OC4J 10.1.3.1 実装における次の主要な追加に注
意してください。

� 異機種間におけるサード・パーティの ID 管理システムをサポートする Identity 
Management フレームワーク。

� OC4J にパッケージ化された代替 Single Sign-On ソリューションである Java SSO。このソ
リューションでは、追加のインフラストラクチャは必要なく（Oracle Single Sign-On、
Oracle Access Manager Single Sign-On では必要）、使用しているすべての Identity 
Management システムと OC4J を切り離します。

� DataSourceUserManagerの機能と置き換えられる
DBTableOraDataSourceLoginModule。詳細は、C.9.4 項「新しい
DBTableOraDataSourceLoginModule OC4J ログイン・モジュール」を参照してください。

� ユーザーおよびロールの新しい API フレームワーク。特に、サポートされている LDAP
サーバーで使用することを目的としています。これには、非推奨になった UserManager、
Userおよび Groupクラスの代替機能が含まれています。

また、次の変更に注意してください。

� JDK のデフォルトの JSSE 実装は、HTTPClient用のデフォルトの SSL 実装になりました。
（これは、HTTPClientとともに使用する以前のデフォルトの SSL 実装である OracleSSL
を非推奨にするための処置です。）

C.9.1.1.2 更新された非推奨情報更新された非推奨情報更新された非推奨情報更新された非推奨情報  OC4J 10.1.3.1 実装における次の非推奨情報に注意してくださ
い。

� com.evermind.securityパッケージおよびそのクラスは非推奨になりました。11g のリのリのリのリ
リースではサポートされなくなります。リースではサポートされなくなります。リースではサポートされなくなります。リースではサポートされなくなります。

– UserManagerクラス : カスタム com.evermind.security.UserManager実装の
かわりに JAAS カスタム・ログイン・モジュールを使用してください。

– Userクラス : かわりに標準の JAAS API を使用してください。

– Groupクラス : かわりに標準の JAAS API を使用してください。

� XMLUserManagerクラスおよびそのデータ・ストア principals.xmlは非推奨になりま
した。11g のリリースではサポートされなくなります。のリリースではサポートされなくなります。のリリースではサポートされなくなります。のリリースではサポートされなくなります。詳細は、C.9.2 項「principals.xml
の新しい JAAS セキュリティ・モデルへの変換」を参照してください。

C.9.1.2 リリースリリースリリースリリース 10.1.3.0.0 での変更での変更での変更での変更
次のセキュリティ機能および拡張が OC4J 10.1.3.0.0 実装で追加されました。

� COREid Access（現在の Oracle Access Manager）セキュリティ・プロバイダのサポート

� スタンドアロン OC4J での LDAP ベース・プロバイダのサポート

� Digest 認証と、クライアント証明の認証および認可のサポート

� Java Authorization Contract for Containers（JSR-115）の実装

� JAAS の EJB との統合

� SSL のための ORMI 拡張（ORMIS）

� サブジェクト伝播（および ORMI または ORMIS）のサポート

� セキュリティ構成のための JMX および MBean のサポート（JSR-77）
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� 新しい OC4J ユーザーおよびロールのアカウント

� 拡張された Java 2 セキュリティのサポート

� Web サービス・セキュリティ

さらに、OC4J 10.1.2 実装以降に行われた次の変更に注意してください。

� サーブレットおよび EJB の両方に対して、認証のための統合された新しい JAAS モードがあ
ります。これは、サーブレットに対する以前の runas-modeおよび
dosasprivileged-mode機能、および EJB に対する USE_JAAS機能（10g リリース 3

（10.1.3）の前に使用）のかわりに使用されます。以前の機能はサポートされていますが、
OC4J 10.1.3.x 実装で非推奨になりました。

� 以前のリリースではインスタンス・レベルの jazn-data.xml構成ファイルが、ユーザー
構成とロール構成（ファイルベース・プロバイダ用）、ポリシー構成（ファイルベース・プ
ロバイダ、外部 LDAP プロバイダまたはカスタム・セキュリティ・プロバイダ用）および
ログイン・モジュール構成（すべてのセキュリティ・プロバイダ用）の格納に使用されて
いましたが、このファイルは system-jazn-data.xmlと名前が変更されています。ただ
し、アプリケーションで、アプリケーション固有の jazn-data.xmlリポジトリ・ファイ
ルを使用してファイルベース・プロバイダ用のユーザー構成およびロール構成を格納する
こともできます

� XMLUserManagerクラスおよびそのデータ・ストア principals.xmlは非推奨になり、
将来のリリースではサポートされなくなります。既存のアプリケーションを移行すること
を強くお薦めします。詳細は、C.9.2 項「principals.xml の新しい JAAS セキュリティ・モ
デルへの変換」を参照してください。

� カスタム UserManagerクラスは、今回のリリースでもサポートされていますが、将来の
リリースでは廃止される予定です。カスタム com.evermind.security.UserManager
実装のかわりに JAAS カスタム・ログイン・モジュールを使用することをお薦めします。

� Oracle Identity Management セキュリティ・プロバイダでは、アプリケーション・レルム
および外部レルムは非推奨です。

� external.synchronizationプロパティはサポートされなくなりました。

� jaas.username.simpleプロパティのデフォルト設定は trueになりました。10.1.2 実装
では、デフォルト設定は falseでした。これによって、getUserPrincipal()や
getRemoteUser()（サーブレットの場合）、getCallerPrincipal()（EJB の場合）な
どのメソッドから戻される認証済プリンシパルの名前から、レルム名がデフォルトで省略
されるようになりました。

� OC4J アカウント名にいくつかの変更がありました。adminアカウントは oc4jadminに、
administratorsロールは oc4j-administratorsに、jmx-usersロールは
oc4j-app-administratorsになりました。スタンドアロン OC4J のファイルベース・
プロバイダの場合、oc4jadminは初期状態では非アクティブです。C.9.5 項「新しいデ
フォルトの OC4J 管理ユーザーおよびロール」を参照してください。

� 必須の OC4J アカウントは、OC4J インスタンスを OID インスタンスに関連付けるときに自
動的に Oracle Internet Directory に作成されます。『Oracle Containers for J2EE セキュリ
ティ・ガイド』の Oracle Internet Directory に作成される必須アカウントに関する項を参照
してください。

� 10.1.3.x 実装では、LD_LIBRARY_PATHを設定する必要がなくなりました。

� ロギング用の jazn.debug.log.enableフラグはサポートされなくなりました。通常の
OC4J ロギング機能を使用してください。『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイ
ド』の「ロギング」を参照してください。
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C.9.2 principals.xml の新しいの新しいの新しいの新しい JAAS セキュリティ・モデルへの変換セキュリティ・モデルへの変換セキュリティ・モデルへの変換セキュリティ・モデルへの変換
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、XMLUserManagerクラスおよび
そのデータ・ストア principals.xmlはサポートされていますが、新しい JAAS セキュリ
ティ・モデルに移行することを強くお薦めします。

10g リリース 3（10.1.3.1.0）に再デプロイするアプリケーションで以前 XMLUserManagerクラ
スを使用していた場合は、JAZN Admintool を使用して、principals.xmlファイルに定義さ
れているプリンシパル内のデータを新しい JAAS セキュリティ・モデルに移行できます。

詳細は、『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』の principals.xml ファイルからの
プリンシパルの移行に関する項を参照してください。

C.9.3 セキュリティ・プロバイダとしてのセキュリティ・プロバイダとしてのセキュリティ・プロバイダとしてのセキュリティ・プロバイダとしての Oracle Internet Directory の使用の使用の使用の使用
Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、デプロイするアプリケーション用
のセキュリティ・プロバイダおよび Oracle Single Sign-On として Oracle Internet Directory を
使用できます。

Oracle Internet Directory または Oracle Single Sign-On を必要とするアプリケーションをデプロ
イする手順については、『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』の Oracle Identity 
Management に関する項を参照してください。

OC4J インスタンスを Oracle Internet Directory インスタンスに関連付ける際に、一連の必須
OC4J アカウントが Oracle Internet Directory に自動的に作成されることに注意してください。
詳細は、『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』の Oracle Internet Directory に作
成される必須アカウントに関する項を参照してください。

C.9.4 新しい新しい新しい新しい DBTableOraDataSourceLoginModule OC4J ログイン・モジュールログイン・モジュールログイン・モジュールログイン・モジュール
10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、OC4J の実装によって、ユーザー ID ストアがデータベース
にある場合に使用できるログイン・モジュールが提供されます。

oracle.security.jazn.login.module.db.DBTableOraDataSourceLoginModule

これは、現在では非推奨になった（下位互換性のためにサポートはされている）次のクラスの
以前の機能と置き換えられます。

com.evermind.sql.DataSourceUserManager

また、新しいログイン・モジュールは、非推奨になった com.evermind.security.Userク
ラスのいくつかの認証機能と置き換えられます。

データベースに接続するためのデータベース・スキーマおよび Oracle データ・ソースを作成し
た後、ログイン・モジュールを構成できます。

DBTableOraDataSourceLoginModuleでは、データの場所（表名および列名）、パスワード
の暗号化などの項目を指定するための多数のオプションがサポートされています。これらのオ
プションは、system-jazn-data.xmlファイルの <jazn-loginconfig>要素に反映される
設定を使用し、Application Server Control または OracleAS JAAS Provider Admintool を介し
て設定できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3.3.2 項「既存の OracleAS Infrastructure コンポーネントの
使用」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』の
DBTableOraDataSourceLoginModule に関する項を参照してください。
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C.9.5 新しいデフォルトの新しいデフォルトの新しいデフォルトの新しいデフォルトの OC4J 管理ユーザーおよびロール管理ユーザーおよびロール管理ユーザーおよびロール管理ユーザーおよびロール
10g リリース 3（10.1.3.0.0）および 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で使用可能な新しいデフォルト
の OC4J 管理アカウントについては、次の項を参照してください。

� 新しい管理ユーザーおよびロールの概要

� セキュリティ・ロールのマッピングを使用した新しいユーザーおよびロールへのアクセス

� 例 : helloworld サンプル・アプリケーションのためのセキュリティ・ロールのマッピングの
使用

C.9.5.1 新しい管理ユーザーおよびロールの概要新しい管理ユーザーおよびロールの概要新しい管理ユーザーおよびロールの概要新しい管理ユーザーおよびロールの概要
以前は Oracle Application Server 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）でデフォルトで
定義されていた次のデフォルトの OC4J ユーザーおよびロールが、Oracle Application Server 
10g リリース 3（10.1.3.0.0）および 10g リリース 3（10.1.3.1.0）で変更されました。

� adminアカウントは oc4jadminになりました。

� administratorsロールは oc4j-administratorsになりました。

� jmx-usersロールは oc4j-app-administratorsになりました。

C.9.5.2 セキュリティ・ロールのマッピングを使用した新しいユーザーセキュリティ・ロールのマッピングを使用した新しいユーザーセキュリティ・ロールのマッピングを使用した新しいユーザーセキュリティ・ロールのマッピングを使用した新しいユーザー
およびロールへのアクセスおよびロールへのアクセスおよびロールへのアクセスおよびロールへのアクセス
10g（9.0.4）または 10g リリース 2（10.1.2）のアプリケーションが adminアカウントまたは管
理者ロールに依存している場合は、アプリケーション固有のセキュリティ・ロールを新しい
OC4J のデフォルトのセキュリティ・ロールにマップできます。

このタスクは、アプリケーションのデプロイ中に Application Server Control コンソールから実
行できます。また、デプロイ後に、該当する orion-application.xml、
orion-ejb-jar.xmlまたは orion-web.xml構成ファイルを変更することもできます。

C.9.5.3 例例例例 : helloworld サンプル・アプリケーションのためのセキュリティ・サンプル・アプリケーションのためのセキュリティ・サンプル・アプリケーションのためのセキュリティ・サンプル・アプリケーションのためのセキュリティ・
ロールのマッピングの使用ロールのマッピングの使用ロールのマッピングの使用ロールのマッピングの使用
Oracle Technology Network から入手できる helloworld EJB サンプル・アプリケーションは、
adminユーザー・アカウントに依存したアプリケーションの例です。このアプリケーション
は、OC4J 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）で定義されたデフォルトの管理ユーザー
およびロールと連携するように設計されています。

このため、セキュリティ・ロールをマッピングせずに helloworldアプリケーションを 10g リ
リース 3（10.1.3.1.0）にデプロイすると、サンプル・アプリケーションにログインできなくな
ります。この問題に対処するには、helloworldアプリケーションの usersロールを、10g リ
リース 3（10.1.3.1.0）で使用可能な oc4j-administratorsロールにマップします。

次の手順を実行する場合は、10g リリース 3（10.1.3.1.0）の oc4jadminアカウントを使用して
helloworldアプリケーションにログインできます。

注意注意注意注意 : 次の手順は、ローカル・ハード・ディスクで使用可能な
helloworld.earアプリケーション・アーカイブのコピーがあることを
前提にしています。サンプル・アプリケーションは、Oracle Technology 
Network の「Enterprise JavaBeans Samples」ページから入手できます。
10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）アプリケーションの再デプロイ時における考慮事項 C-17
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タスクタスクタスクタスク 1Application Server Control を使用したセキュリティ・ロールのマップとアプリケーを使用したセキュリティ・ロールのマップとアプリケーを使用したセキュリティ・ロールのマップとアプリケーを使用したセキュリティ・ロールのマップとアプリケー
ションのデプロイションのデプロイションのデプロイションのデプロイ

1. 10g リリース 3（10.1.3.1.0） Application Server Control コンソールにログインして、OC4J
ホームページに移動します。

2. 「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」をクリックして「OC4J アプリケーション」ページを表示します。

3. 「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」をクリックして Application Server Control のデプロイ・ウィザードを起動し
ます。

4. 画面の指示に従い、「デプロイ設定」ページが表示されるまでウィザードを続行します。

5. 「セキュリティ・ロールのマップ」「セキュリティ・ロールのマップ」「セキュリティ・ロールのマップ」「セキュリティ・ロールのマップ」タスクを使用して、helloworld セキュリティ・ロールを
10g リリース 3（10.1.3.1.0）OC4J インスタンスに定義したセキュリティ・ロールにマップ
します。

a. 「デプロイ・タスク」ページで、「セキュリティ・ロールのマップ」「セキュリティ・ロールのマップ」「セキュリティ・ロールのマップ」「セキュリティ・ロールのマップ」デプロイ・タスク
の「タスクに移動」アイコンをクリックします。

「セキュリティ・ロールのマップ」ページで、usersというセキュリティ・ロールが
helloworldアプリケーションに定義されていることに注目します。usersロール
は、hello EJB モジュールおよび helloworld Web アプリケーション用に構成され
ています。

b. hello EJB モジュールの「ロールのマップ」「ロールのマップ」「ロールのマップ」「ロールのマップ」アイコンをクリックします。

「セキュリティ・ロールのマップ」ページ（図 C-1）が表示されます。

c. 「選択したユーザーおよびグループをこのロールにマップ」「選択したユーザーおよびグループをこのロールにマップ」「選択したユーザーおよびグループをこのロールにマップ」「選択したユーザーおよびグループをこのロールにマップ」を選択します。

d. このページの「ロールをグループにマップ」「ロールをグループにマップ」「ロールをグループにマップ」「ロールをグループにマップ」セクションで、「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」フィールドに
oc4j-administratorsと入力して「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックします。

oc4j-administratorsロールが、このフィールドの上部にある表に表示されます。
これは、Application Server Control によって、usersロール（アプリケーション用に
定義されている）が、oc4jadmin-administratorsロール（10g リリース 3

（10.1.3.1.0）OC4J インスタンスの system-jazn-data.xmlに定義されている）に
マップされることを示します。

図図図図 C-1「デプロイ設定「デプロイ設定「デプロイ設定「デプロイ設定 : セキュリティ・ロールのマップ」ページセキュリティ・ロールのマップ」ページセキュリティ・ロールのマップ」ページセキュリティ・ロールのマップ」ページ
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e. 「続行」「続行」「続行」「続行」をクリックして「セキュリティ・ロールのマップ」ページに戻ります。

f. helloworld Web アプリケーションに対して、手順 b ～ e を繰り返します。

g. 「「「「OK」」」」をクリックして「デプロイ・タスク」ページに戻ります。

6. 「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」をクリックして、helloworldアプリケーションをデプロイします。

Application Server Control には、デプロイのステータスが表示され、デプロイが完了する
と成功メッセージが表示されます。

7. 「戻る」「戻る」「戻る」「戻る」をクリックして「OC4J アプリケーション」ページに戻ります。

タスクタスクタスクタスク 2 セキュリティ・ロールが正常にマップされたことの確認セキュリティ・ロールが正常にマップされたことの確認セキュリティ・ロールが正常にマップされたことの確認セキュリティ・ロールが正常にマップされたことの確認

1. デプロイ済アプリケーションのリストで、helloworldアプリケーションの名前をクリッ
クします。

helloworldアプリケーションの「アプリケーション」ホームページが表示されます。

2. helloworld-web をクリックして、helloworld Web アプリケーションのページを表示しま
す。

3. Web モジュールをテストし、oc4jadmin ユーザー資格証明を使用して helloworldアプリ
ケーションにログインできることを確認します。

a. 「「「「Web モジュールのテスト」モジュールのテスト」モジュールのテスト」モジュールのテスト」アイコンをクリックし、「Web モジュールのテスト」ペー
ジを表示します。

b. 表から有効なリスナーを選択して「「「「Web モジュールのテスト」モジュールのテスト」モジュールのテスト」モジュールのテスト」をクリックします。

c. 最初のテスト・ページで、「ここ」「ここ」「ここ」「ここ」という単語をクリックして、helloworld アプリケー
ションのログイン・プロンプトを表示します。

d. oc4jadminと入力し、Oracle Application Server のインストール中にこのアカウント
に定義したパスワードを入力します。

セキュリティ・ロールが正常にマップされていれば、helloworld アプリケーションに
よって次のような表示が行われ、アプリケーションが正常に動作していることが確認
されます。

Hello James Earl

タスクタスクタスクタスク 3orion-web.xml 構成ファイルに行った変更の確認構成ファイルに行った変更の確認構成ファイルに行った変更の確認構成ファイルに行った変更の確認

1. helloworld-web Web モジュールの「Web モジュール」ページに戻ります。

2. 「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックして、選択した Web モジュールに対して実行できるタスクのリストを
表示します。

3. 「固有デプロイメント・ディスクリプタの表示」タスクのタスク・アイコンをクリックしま
す。

4. orion-web.xml構成ファイルをスクロールして、次のエントリの場所を特定します。

<security-role-mapping name="users">
    <group name="oc4j-administrators" />
</security-role-mapping>

このエントリは、10g リリース 3（10.1.3.1.0） OC4J インスタンス用に
system-jazn-data.xmlファイルで定義した oc4j-administratorsグループに、
ユーザー・セキュリティ・ロールをマップした際に追加されたものです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』の「セ
キュリティ・ロール・マッピングの概要」を参照してください。
10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）アプリケーションの再デプロイ時における考慮事項 C-19
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C.10 Oracle TopLink およびおよびおよびおよび EJB に関する考慮事項に関する考慮事項に関する考慮事項に関する考慮事項
10g リリース 3（10.1.3.1.0）アプリケーションで Oracle TopLink を使用する場合は、次の項を
参照してください。

� Oracle TopLink の永続性マネージャを使用するための CMP Entity Beans の変換

� TopLink Workbench プロジェクトのアップグレード

C.10.1 Oracle TopLink の永続性マネージャを使用するためのの永続性マネージャを使用するためのの永続性マネージャを使用するためのの永続性マネージャを使用するための CMP Entity Beans
の変換の変換の変換の変換

Oracle Application Server 10g（9.0.4）および 10g リリース 2（10.1.2）では、デフォルトの永続
性マネージャは Orion CMP でした。10g リリース 3（10.1.3.0.0）および 10g リリース 3

（10.1.3）の場合、デフォルトでは、OC4J は、Oracle TopLink がデフォルトの永続性マネージャ
として使用されるように構成されています。

そのため、Orion CMP を使用する EJB アプリケーションをデプロイする前に、永続性構成を元
の orion-ejb-jar.xmlファイルから toplink-ejb-jar.xmlファイルに移行する必要があ
ります。

Oracle では、この移行を自動化するために使用できる TopLink 移行ツールを提供しています。

C.10.2 TopLink Workbench プロジェクトのアップグレードプロジェクトのアップグレードプロジェクトのアップグレードプロジェクトのアップグレード
以前のリリースの Oracle Application Server で Oracle TopLink を使用していた場合は、既存の
Oracle TopLink プロジェクトを TopLink 10g リリース 3（10.1.3）に移行できます。

詳細は、『Oracle TopLink スタート・ガイド』の 10g リリース 3（10.1.3）への移行に関する項
を参照してください。

注意注意注意注意 :  OrionCMP は、10g リリース 3（10.1.3.0.0）および 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）で非推奨になりました。Oracle Application Server の将来のリ
リースではサポートされなくなる予定です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle TopLink 開発者ガイド』の OC4J TopLink の永続性へ
の OC4J Orion の永続性の移行に関する項を参照してください。
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